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令和３年５月１日現在（現住人口による）

県北救急医療ダイヤル
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口

前　月 今　月 増　減

南郷総合運動公園内に遊具を設置しました

新しい移動図書館車『本かろカー』出発！

5

今月の要チェックコーナー

子どもたちの笑顔が広がる

楽しい遊び場が完成！



23 2025.5 広報みさと広報みさと 2025.5

令
和
７
年
度　

美
郷
町
施
政
方
針

トピックス 町の話題
　

本
日　

令
和
７
年
第
１
回
美
郷
町
議
会
定
例
会
の
開

会
に
あ
た
り
、
町
政
運
営
に
臨
む
私
の
所
信
と
主
要
施

策
の
概
要
を
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員

各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
６
０
０
兆
円
を
超
え
る

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ※

と
33

年
ぶ
り
の
高
い
水
準
と
な
っ
た
賃

上
げ
を
実
現
し
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
は
動
き
始
め

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
長
き
に
わ
た
っ
た
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
型
経
済
か
ら
脱
却
し
、
デ
フ
レ
に
後
戻
り
せ
ず
、
賃

上
げ
と
投
資
が
牽
引
す
る
成
長
型
経
済
に
移
行
で
き
る

か
ど
う
か
の
分
岐
点
に
あ
り
ま
す
。

※

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ･

･
･

Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
市
場
価
格
で
評
価
し
た
も
の
｟
⇔
実
質

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
｠

　

こ
う
し
た
中
、
政
府
は
、
日
本
経
済
・
地
方
経
済
の

成
長
、
物
価
高
の
克
服
及
び
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確

保
を
３
つ
の
柱
と
す
る
「
国
民
の
安
心
・
安
全
と
持
続

的
な
成
長
に
向
け
た
総
合
経
済
対
策
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
デ
フ
レ
を
脱
却
し
、
新
た
な
経
済
の
ス
テ
ー
ジ
に

移
行
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
「
経
済
あ
っ
て
の
財

政
」
と
の
考
え
方
に
立
ち
、
「
賃
上
げ
と
投
資
が
牽
引

す
る
成
長
型
経
済
」
を
実
現
し
つ
つ
、
財
政
状
況
の
改

善
を
進
め
、
力
強
く
発
展
す
る
、
危
機
に
強
靭
な
経

済
・
財
政
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

一
方
、
全
国
的
に
東
京
一
極
集
中
が
続
く
中
に
あ
っ

て
、
他
の
地
方
自
治
体
と
同
様
に
、
本
町
で
も
、
急
速

な
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
基
幹
産
業
の
衰
退
な

ど
、
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
は
、
世
界
各

地
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
て
お
り
、
本
町
で
も
、
令
和

４
年
の
台
風
14

号
、
一
昨
年
の
台
風
６
号
、
昨
年
の
台

風
10

号
に
よ
り
大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
一
日

も
早
い
復
旧
に
向
け
て
万
全
を
尽
く
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
災
害
規
模
が
大
き
い
箇
所
も
あ
り
、

今
も
な
お
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
と
し
ま
し
て
は
、
諸
課

題
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
地
方
自
治
の
本
旨
に

基
づ
い
て
、
効
果
的
な
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
復
旧
工
事
に
つ
き
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
国
や
県
と
十
分
に
協
議
を
行
い
、
建
設

業
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
迅
速
か
つ
着
実
に
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

美
郷
町
は
、
私
た
ち
町
民
に
と
り
ま
し
て
も
、
ま
た
地
域
を

離
れ
て
い
る
方
々
に
と
り
ま
し
て
も
、
こ
こ
が
ふ
る
さ
と
で

す
。
私
は
、
過
疎
の
半
世
紀
を
頑
張
り
ぬ
い
た
地
域
が
、
や
が

て
新
し
い
夜
明
け
を
迎
え
る
時
代
が
必
ず
到
来
す
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
心
の
絆
を
し
っ
か
り
と
結
び
、
田
舎
の

原
風
景
を
守
り
な
が
ら
、
お
互
い
が
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
精
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
係
る
主
な
施
策

に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

１
.
農
林
業
の
振
興

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
は
最
重
要
課

題
で
あ
り
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
施
策
を
継
続
し
て
実
施
し
、
農
林
畜
産
業
の
就
業

者
維
持
と
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
本
型
直
接
支
払

制
度
や
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
等
、
国
県
の
農
業

政
策
を
活
用
し
、
農
業
生
産
活
動
が
継
続
で
き
る
体
制

づ
く
り
に
努
め
、
農
業
所
得
の
向
上
と
経
営
安
定
を
図

る
と
と
も
に
、
親
元
就
農
や
事
業
承
継
に
よ
る
新
規
就

農
者
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
の
情
勢
を

鑑
み
、
物
価
高
騰
等
、
自
助
努
力
で
は
解
消
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
要
因
の
対
策
を
行
う
こ
と
で
、
生
産
者
の

営
農
意
欲
向
上
に
努
め
ま
す
。
関
連
し
て
耕
畜
連
携
を

推
進
し
、
循
環
型
農
業
の
確
立
を
目
指
し
、
遊
休
農
地

化
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森
林
整
備
計
画
の
基

本
方
針
に
則
り
、
適
切
な
森
林
施
業
を
推
進
し
、
再
造

林
率
日
本
一
を
目
指
す
た
め
、
特
に
伐
採
後
の
適
確
な

更
新
を
山
林
所
有
者
や
林
業
事
業
体
に
強
く
促
し
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
林
業
事
業
体
の
強
化
や
担
い

手
・
後
継
者
の
確
保
、
人
材
育
成
を
含
め
、
大
規
模
保

安
林
化
、
作
業
道
の
整
備
等
、
様
々
な
事
業
に
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
椎
茸
や

木
炭
等
の
特
用
林
産
物
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
の
負
担

軽
減
と
作
業
の
効
率
化
を
図
る
施
策
に
よ
り
、
生
産
意

欲
を
促
し
、
生
産
量
や
品
質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
て
、
捕
獲
に
よ
る
個
体

数
削
減
や
防
護
施
設
の
設
置
等
に
よ
る
対
策
を
強
化

し
、
被
害
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
昨
年
、

農
作
物
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
猿
の
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
重
点
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

２
.
商
工
業
、
観
光
の
振
興

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
活
性
化
の
中
心

的
役
割
を
担
う
商
工
会
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
経
営
基

盤
の
強
化
や
経
営
環
境
の
改
善
に
取
組
む
町
内
商
工
業

者
や
、
意
欲
あ
る
法
人
・
個
人
等
が
行
う
新
規
起
業
や

事
業
承
継
を
継
続
的
に
支
援
し
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
を

踏
ま
え
た
事
業
を
展
開
し
地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
中
で
観
光
需
要
が
回
復
傾
向
に
あ
る
今
日
、
コ
ロ
ナ

禍
前
後
の
観
光
動
機
の
変
化
に
も
対
応
し
な
が
ら
積
極

的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
展
開
し

て
き
た
観
光
ブ
ラ
ン
ド
「D

R
I
V
E
 
 
T
O
 
 
M
I
S
A
T
O

」
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
町
の
認
知
度
も
向
上
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド
を
承
継
し
な
が

ら
、
体
験
型
、
交
流
型
の
ツ
ア
ー
等
の
推
進
を
通
じ

て
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
既
存
の
観
光
資
源
の
整
備
や
新
た
な
観
光
資
源
の

掘
起
こ
し
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

３
.
道
路
環
境
・
交
通
体
系
の
整
備　

　

地
域
の
基
礎
的
な
社
会
資
本
で
あ
る
道
路
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り

道
路
施
設
の
長
寿
命
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
道
路
に

対
す
る
住
民
の
関
心
は
極
め
て
高
く
、
生
活
道
路
の
利

便
性
向
上
や
孤
立
化
を
防
止
し
、
災
害
に
強
い
道
路
機

能
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
国
、
県
の
補
助
事
業
及
び

過
疎
対
策
事
業
を
活
用
し
、
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

国
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
の
台
風
10

号
に
よ
り

国
道
４
４
６
号
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
一
刻
も
早
い

全
線
復
旧
を
切
望
す
る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
か
ら
住

民
を
守
る
生
命
線
「
命
の
道
」
と
し
て
道
路
の
整
備
を

あ
ら
た
め
て
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
道
３
８
８
号
に
つ
い
て
は
、
門
川
町
松
瀬
工
区

の
早
期
の
完
成
と
北
郷
黒
木
側
へ
の
早
期
の
事
業
着

手
、
南
郷
新
屋
敷
工
区
の
早
期
の
工
事
完
成
を
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

県
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
西
都
・
南
郷
線
、
宇
納

間
・
日
之
影
線
、
東
郷
・
西
都
線
等
、
計
画
的
な
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
継
続
し
て
要
望
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
対
策
は
、
通
院
や
通
学
、
買
物
な

ど
、
町
民
の
多
様
な
移
動
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の

重
要
な
施
策
の
一
つ
で
す
。
現
在
、
交
通
空
白
地
帯
の

解
消
と
住
民
福
祉
の
観
点
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

｟
通
称
：
み
さ
と
バ
ス
｠
を
運
行
し
て
お
り
、
特
に
高

齢
者
の
通
院
に
対
す
る
需
要
が
高
い
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
地
域
の
移
動
手
段
と
し
て
持
続
可
能
な
体
制
を
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
廃
止
代
替
バ
ス
路
線
及
び
広
域
的
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
路
線
は
、
日
向
東
臼
杵
管
内
を
連
絡
す
る
重

要
な
移
動
手
段
で
あ
る
た
め
、
関
係
自
治
体
と
と
も
に

㈱
宮
崎
交
通
へ
の
補
助
や
委
託
に
よ
り
路
線
を
維
持
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
慢
性
的
な
運
転
手
不
足
、
利
用
者

数
の
減
少
な
ど
、
路
線
の
維
持
は
更
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
ダ
イ
ヤ
の
改
正
や
車
両
の
小
型
化
な

ど
、
県
や
沿
線
自
治
体
と
共
に
運
用
シ
ス
テ
ム
の
抜
本

的
な
見
直
し
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４
.
水
道
施
設
・
生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備

　

令
和
６
年
４
月
よ
り
簡
易
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落

排
水
事
業
は
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
し
た
。
世
帯
の
減

　

令
和
７
年
３
月
の
美
郷
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
田
中
秀
俊
町
長
か
ら
令
和
７
年
度
の
施
政

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
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トピックス 町の話題

少
や
諸
経
費
の
高
騰
、
施
設
老
朽
化
な
ど
経
営
環
境
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
合
理
的
・
持
続
的
な

経
営
を
念
頭
に
施
設
の
維
持
管
理
と
改
修
・
更
新
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
・
個
人
管
理
の
給
水
施
設
や
合
併
浄
化

槽
に
対
し
て
は
、
整
備
方
法
の
助
言
や
維
持
管
理
の
支

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５
.
環
境
衛
生
の
充
実

　

家
庭
ご
み
の
適
正
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
向
東

臼
杵
広
域
連
合
と
連
携
し
圏
域
全
体
で
取
り
組
む
と
と

も
に
、
資
源
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
を
推
進
す
る
た
め

分
別
収
集
の
啓
発
を
重
点
的
に
行
い
、
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
や
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
る
監
視
を

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

６
.
環
境
保
全
の
推
進

　

本
町
は
、
緑
豊
か
な
山
林
や
、
小
丸
川
、
耳
川
及
び

五
十
鈴
川
等
美
し
い
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
緑
や
清
流
を
保
護
す
る
た
め
、

各
水
系
汚
濁
防
止
協
議
会
と
連
携
し
た
啓
発
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

７
.
住
宅
環
境
の
整
備

　

既
存
の
町
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
営
住
宅
等

ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業
等
に
よ
る
改
修
・
改
善
工
事

を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
適
正
な
維
持
補
修
に
努

め
、
住
宅
の
長
寿
命
化
と
居
住
環
境
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
移
住
・
定
住
の
支
援
と
し
て
「
空
き
家
サ

ブ
リ
ー
ス
」
の
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

一
般
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
生
活
環
境
の

向
上
や
定
住
促
進
、
宮
崎
県
産
材
の
利
用
促
進
に
よ
る

地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
町
内
で
新
築
・
増
改

築
に
要
す
る
経
費
に
対
し
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

対
し
て
の
、
耐
震
性
の
無
い
木
造
住
宅
｟
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
建
設
さ
れ
た
木
造
住
宅
｠
に
つ
き
ま
し

て
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
に
要
す
る
経
費
に
対
し

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

８
.
移
住
・
定
住
の
推
進

　

移
住
・
定
住
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
試
し
滞
在
宿
泊

施
設
を
活
用
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
移
住
ツ
ア
ー
の
実

施
や
国
県
の
移
住
支
援
金
を
活
用
し
、
移
住
定
住
の
促

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
住
ま
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
区
別
定
住
戦

略
｟
ち
く
せ
ん
｠
と
連
携
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
数
の
増
加
を
図
り
、
紹
介
で
き
る
住

宅
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

９
.
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

　

本
町
で
は
町
内
全
域
で
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網

並
び
に
４
Ｋ
放
送
及
び
高
速
通
信
に
対
応
で
き
る
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
構
築
に
よ
り
、
す
べ
て
の
町
民
が

情
報
通
信
技
術
｟
Ｉ
Ｃ
Ｔ
｠
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
環

境
整
備
は
完
了
し
ま
し
た
が
、
近
年
の
気
候
変
動
に
伴

う
災
害
の
頻
発
化
や
獣
害
等
に
よ
り
施
設
設
備
の
迅
速

な
復
旧
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
復
旧
に
際
し
て
は

地
理
的
要
因
や
自
然
条
件
等
を
十
分
考
慮
し
効
果
的
な

方
法
を
選
択
す
る
な
ど
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

庁
内
情
報
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
度

は
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
６
法
の
下
、
各
課
が
所
管
運
用

す
る
各
種
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
を
行
い
、
国
の

サ
ー
バ
ー
へ
の
接
続
を
完
了
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。
令

和
７
年
度
は
町
が
保
有
す
る
各
種
デ
ー
タ
を
順
次
国
の

サ
ー
バ
ー
に
移
設
し
て
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
関
連
の

作
業
を
完
了
さ
せ
、
以
後
シ
ス
テ
ム
の
安
定
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

S
o
c
i
e
t
y

｟
ソ
サ
エ
テ
ィ
｠
５
・
０
時
代
を
迎
え
情

報
通
信
技
術
で
様
々
な
社
会
課
題
の
解
決
へ
の
取
組
が

始
ま
っ
た
今
日
、
過
疎
・
中
山
間
地
域
に
お
い
て
デ
ジ

タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
適
切
な
維
持
管
理
は
更
に
重

要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。
今
後
デ
ジ
タ
ル
化
を
め
ぐ
る

動
き
を
よ
り
一
層
注
視
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化
の
推

進
に
つ
い
て
庁
内
で
共
有
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１０
.
保
健
・
福
祉
の
充
実

① 

保
険
及
び
保
健
事
業
の
充
実

　

健
康
づ
く
り
と
し
て
、
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健

診
及
び
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
本
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
け
る
医
療
費

に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
人
当
た
り
医
療
費
の
順
位
が
県

内
で
上
位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
住
民
の

健
康
増
進
・
疾
病
予
防
の
た
め
受
診
率
向
上
を
図
り
な

が
ら
、
医
療
費
の
適
正
化
と
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
第
３
期
及
び
健
康
日
本
21

第
３
次
計
画
を
基
に
、
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
と
後

期
高
齢
者
保
健
事
業
、
介
護
予
防
事
業
と
連
携
し
、
一

体
的
に
生
活
習
慣
病
予
防
、
重
症
化
予
防
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
１
か
月
児
健
診
の
導
入
や

産
後
ケ
ア
事
業
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
型
の
導
入
、
及
び

妊
婦
や
未
就
学
児
世
帯
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相

談
の
実
施
に
よ
り
母
子
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
妊
婦
・
子
育
て
家
庭
が

よ
り
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
引
き
続

き
、
美
郷
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
伴
走
型
相
談
支
援
や
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

② 

社
会
福
祉
の
充
実

　

少
子
高
齢
化
・
超
高
齢
化
が
進
む
中
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
町
政
に
よ
る
福
祉
施
策

の
充
実
は
も
と
よ
り
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
並
び
に
民
間
福
祉
団
体
等
と
協

働
・
連
携
し
な
が
ら
福
祉
の
町
と
し
て
の
環
境
づ
く
り

を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

③ 

児
童
福
祉
の
充
実

　

町
民
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
の
た

め
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
、
保
育

料
の
無
償
化
・
減
免
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

な
ど
を
継
続
し
て
推
進
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
等
を
通
じ
保
育
所
及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
児
童

虐
待
に
対
し
て
は
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
や

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
関
係
機
関
の
連
携

を
強
化
し
、
家
庭
相
談
の
推
進
や
幼
児
・
児
童
の
権
利

擁
護
と
療
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

④ 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

令
和
６
年
10
月
１
日
現
在
、
本
町
に
お
け
る
住
民
基

本
台
帳
で
の
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
５
４
・
２
％
で

あ
り
、
県
下
ト
ッ
プ
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
高
齢

者
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
、
気
軽
に

相
談
で
き
る
体
制
が
必
要
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
に
よ
り
独
居
高
齢
者
等
へ
の
個
別
訪
問
事
業
を

継
続
し
、
高
齢
者
の
困
り
事
や
福
祉
ニ
ー
ズ
に
速
や
か

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心

等
に
合
わ
せ
て
参
加
で
き
る
よ
う
な
「
多
様
な
通
い
の

場
所
」
の
継
続
に
努
め
、
心
も
体
も
塞
ぎ
込
む
こ
と
の

な
い
よ
う
、
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
の
涵
養
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
多
く
は
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
生
活
を
望

ん
で
お
り
、
そ
の
高
齢
者
が
支
援
や
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
っ
て
も
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介

護
・
予
防
・
生
活
支
援
・
住
ま
い
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体

化
し
て
提
供
し
、
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く

た
め
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
継
続

し
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の

整
備
・
拡
充
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
一
手
法
で
あ
る

「
地
域
ケ
ア
会
議
」
は
、
高
齢
者
個
人
に
対
す
る
支
援

の
充
実
と
そ
れ
を
支
え
る
社
会
基
盤
の
整
備
を
同
時
に

推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
会
議
の
定
期
開
催
と
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
３
个
年
計
画

で
策
定
し
た
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
基
に
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
の
適
正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

⑤ 

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
者
の
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
引
き
続
き
自
立
支
援
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事
業

を
適
切
に
実
施
す
る
ほ
か
、
関
係
機
関
や
当
事
者
団
体

等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
社
会
と
共
生
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
開
設
さ

れ
た
、
障
が
い
児
・
障
が
い
者
支
援
事
業
所
「
そ
う
だ

ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
さ
と
」
、
地
域
全
体
で
支
援

す
る
協
力
体
制
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
地
域
生
活
支
援

拠
点
整
備
と
し
て
開
設
さ
れ
た
「
日
向
市
・
東
臼
杵
郡

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
両
セ
ン
タ
ー
と
連
携
、

協
力
し
て
手
厚
い
個
別
支
援
や
支
援
体
制
づ
く
り
の
強

化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
令
和
６
年
度
か

ら
３
个
年
で
策
定
し
た
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
、
第

３
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

⑥ 

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
の
充
実

　

社
会
情
勢
が
変
化
す
る
中
、
影
響
を
受
け
や
す
い
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
自
立
促
進
と
児
童
の
健
全
な
成
長
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
子
ど
も
の
養
育
や
経
済
面
・
健
康
管
理
な
ど

多
く
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
、

医
療
費
の
助
成
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑦ 

消
費
生
活
の
安
定
と
向
上

　

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
お
い
て
訪

問
販
売
や
通
信
販
売
等
の
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

し
て
い
る
中
、
地
域
や
関
係
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
り

悪
質
商
法
や
詐
欺
行
為
を
排
除
す
る
と
と
も
に
、
日
向

地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
相
談

窓
口
の
機
能
強
化
や
未
然
防
止
に
向
け
た
消
費
者
教
育

と
啓
発
活
動
を
強
化
・
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１１
.
医
療
の
充
実

　

国
保
病
院
及
び
診
療
所
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
独
立
採
算
制
を
目
指
し
な
が

ら
、
同
時
に
地
域
住
民
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
役
割

を
担
う
と
い
う
公
的
医
療
機
関
の
立
場
に
あ
り
ま
す
。

今
日
ま
で
、
医
療
の
提
供
は
も
と
よ
り
保
健
、
福
祉
の

充
実
と
い
う
面
に
お
い
て
も
中
核
的
な
役
割
を
担
い
な

が
ら
、
地
域
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
践
等
に
努

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
は
、
安
心
・
安
全
な
医

療
の
提
供
を
目
指
し
、
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
応

や
就
労
環
境
の
改
善
な
ど
多
く
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
「
医
療
提
供
体
制
」
の
改
編
を
行
い
、
現
在
の
体
制

を
構
築
し
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
た
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
「
第
８
次
医
療

計
画
」
や
「
地
域
医
療
構
想
」
に
基
づ
く
医
療
提
供
体

制
の
変
革
に
対
応
す
る
た
め
、
病
床
機
能
の
更
な
る
再

編
や
機
能
分
化
が
課
題
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に

対
応
す
る
た
め
に
も
、
県
や
大
学
、
医
師
会
等
の
関
係

機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
派
遣
医
師
の
継
続

と
定
着
医
師
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
３
つ
の
医
療
機
関
を
維
持
し
、
持
続
可
能
な
地

域
医
療
の
確
立
を
目
指
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
更
な
る
医
療
の
充
実
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１２
.
防
災
対
策
の
充
実

　

近
年
頻
発
す
る
台
風
や
豪
雨
、
更
に
は
、
近
い
将
来

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
に
対

応
す
る
た
め
の
防
災
・
減
災
対
策
が
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
美
郷
町
地

域
防
災
計
画
や
美
郷
町
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
な
ど
各

種
計
画
に
基
づ
き
、
災
害
か
ら
町
民
の
命
と
財
産
を
守

り
、
迅
速
に
復
旧
・
復
興
が
可
能
と
な
る
よ
う
様
々
な

対
策
を
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
防
災
行
政

無
線
等
の
施
設
整
備
の
ハ
ー
ド
面
や
、
自
主
防
災
組
織

や
外
部
関
係
団
体
と
の
連
携
等
の
ソ
フ
ト
面
の
両
面
か

ら
、
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

１３
.
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　

非
常
備
消
防
自
治
体
の
本
町
で
は
、
消
防
団
が
唯
一

の
消
防
機
関
で
あ
り
、
地
域
防
災
の
要
で
あ
り
ま
す
。

「
地
域
密
着
性
」
「
要
員
動
員
力
」
「
即
時
対
応
力
」

の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
消
防
施
設
の
充
実
や
団
員

の
確
保
、
活
動
環
境
の
整
備
な
ど
、
消
防
力
の
維
持
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
救
急
や
搬
送
に
関
す

る
業
務
の
一
部
を
民
間
に
委
託
し
、
救
急
救
命
士
に
よ

る
現
場
で
の
傷
病
者
観
察
や
処
置
、
病
院
へ
搬
送
す
る

ま
で
に
傷
病
者
の
状
態
や
状
況
を
病
院
側
へ
的
確
に
伝

え
る
な
ど
、
病
院
側
の
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
を
図

り
、
救
命
率
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
更
に
、
ド
ク

タ
ー
カ
ー
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
防
災
ヘ
リ
の
要
請
を
行

い
、
い
ち
早
い
医
療
介
入
等
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
本
年

度
も
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
、
業
務

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１４
.
治
山
・
砂
防
・
河
川
対
策
の
充
実

　

治
山
・
砂
防
・
河
川
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
激
甚

化
す
る
自
然
災
害
か
ら
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
を
目
指
し
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害

の
発
生
を
予
防
し
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
治
山
・
砂
防
施
設
の
整
備
や
、
継
続
し
て

河
床
堆
積
土
砂
の
除
去
対
策
事
業
促
進
に
つ
い
て
、
国

や
県
へ
積
極
的
な
要
望
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
土
捨

て
場
の
確
保
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１５
.
防
犯
対
策
の
充
実

　

警
察
や
駐
在
所
連
絡
協
議
会
、
日
向
地
区
防
犯
協
会

と
連
携
し
、
町
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
や
既
存

設
備
の
維
持
補
修
等
を
行
い
、
犯
罪
防
止
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
犯
罪
被
害
者
等
が
必
要
と
す
る

支
援
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

１６
.
交
通
安
全
対
策
の
充
実

　

警
察
、
交
通
安
全
対
策
協
議
会
、
交
通
安
全
協
会
及

び
交
通
指
導
員
会
等
の
関
係
機
関
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
町
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及

に
努
め
ま
す
。
併
せ
て
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
の
「
み
さ
と
安
全
運
転
」
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
交
通
安
全
施
設
や
通
学
路
の
点
検
・
改
善
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１７
.
教
育
の
振
興　

　

本
町
の
教
育
全
般
に
お
き
ま
し
て
は
、
教
育
基
本
法

の
理
念
及
び
宮
崎
県
教
育
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
人
間

尊
重
の
精
神
を
基
本
と
し
、
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人

間
性
を
培
い
、
変
動
す
る
社
会
に
創
意
工
夫
と
生
き
が

い
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
「
た
く
ま
し
い
体
」

「
豊
か
な
心
」
「
す
ぐ
れ
た
知
性
」
を
備
え
、
郷
土
の

形
成
者
と
し
て
、
心
身
と
も
に
調
和
の
と
れ
た
人
間
形

成
を
目
指
し
教
育
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
立
図
書
館

を
核
と
し
て
町
民
が
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
課
題
の
解
決

に
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し
て
い
る
中
、
地
域
や
関
係
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
り

悪
質
商
法
や
詐
欺
行
為
を
排
除
す
る
と
と
も
に
、
日
向

地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
相
談

窓
口
の
機
能
強
化
や
未
然
防
止
に
向
け
た
消
費
者
教
育

と
啓
発
活
動
を
強
化
・
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１１
.
医
療
の
充
実

　

国
保
病
院
及
び
診
療
所
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
独
立
採
算
制
を
目
指
し
な
が

ら
、
同
時
に
地
域
住
民
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
役
割

を
担
う
と
い
う
公
的
医
療
機
関
の
立
場
に
あ
り
ま
す
。

今
日
ま
で
、
医
療
の
提
供
は
も
と
よ
り
保
健
、
福
祉
の

充
実
と
い
う
面
に
お
い
て
も
中
核
的
な
役
割
を
担
い
な

が
ら
、
地
域
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
践
等
に
努

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
は
、
安
心
・
安
全
な
医

療
の
提
供
を
目
指
し
、
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
応

や
就
労
環
境
の
改
善
な
ど
多
く
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
「
医
療
提
供
体
制
」
の
改
編
を
行
い
、
現
在
の
体
制

を
構
築
し
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
た
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
「
第
８
次
医
療

計
画
」
や
「
地
域
医
療
構
想
」
に
基
づ
く
医
療
提
供
体

制
の
変
革
に
対
応
す
る
た
め
、
病
床
機
能
の
更
な
る
再

編
や
機
能
分
化
が
課
題
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に

対
応
す
る
た
め
に
も
、
県
や
大
学
、
医
師
会
等
の
関
係

機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
派
遣
医
師
の
継
続

と
定
着
医
師
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
３
つ
の
医
療
機
関
を
維
持
し
、
持
続
可
能
な
地

域
医
療
の
確
立
を
目
指
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
更
な
る
医
療
の
充
実
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１２
.
防
災
対
策
の
充
実

　

近
年
頻
発
す
る
台
風
や
豪
雨
、
更
に
は
、
近
い
将
来

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
に
対
応

す
る
た
め
の
防
災
・
減
災
対
策
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
美
郷
町
地
域
防
災

計
画
や
美
郷
町
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
な
ど
各
種
計
画
に

基
づ
き
、
災
害
か
ら
町
民
の
命
と
財
産
を
守
り
、
迅
速
に

復
旧
・
復
興
が
可
能
と
な
る
よ
う
様
々
な
対
策
を
組
み
合

わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
等
の
施
設
整

備
の
ハ
ー
ド
面
や
、
自
主
防
災
組
織
や
外
部
関
係
団
体
と

の
連
携
等
の
ソ
フ
ト
面
の
両
面
か
ら
、
防
災
・
減
災
対
策

の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１３
.
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　

非
常
備
消
防
自
治
体
の
本
町
で
は
、
消
防
団
が
唯
一

の
消
防
機
関
で
あ
り
、
地
域
防
災
の
要
で
あ
り
ま
す
。

「
地
域
密
着
性
」
「
要
員
動
員
力
」
「
即
時
対
応
力
」

の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
消
防
施
設
の
充
実
や
団
員

の
確
保
、
活
動
環
境
の
整
備
な
ど
、
消
防
力
の
維
持
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
救
急
や
搬
送
に
関
す

る
業
務
の
一
部
を
民
間
に
委
託
し
、
救
急
救
命
士
に
よ

る
現
場
で
の
傷
病
者
観
察
や
処
置
、
病
院
へ
搬
送
す
る

ま
で
に
傷
病
者
の
状
態
や
状
況
を
病
院
側
へ
的
確
に
伝

え
る
な
ど
、
病
院
側
の
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
を
図

り
、
救
命
率
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
更
に
、
ド
ク

タ
ー
カ
ー
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
防
災
ヘ
リ
の
要
請
を
行

い
、
い
ち
早
い
医
療
介
入
等
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
本
年

度
も
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
、
業
務

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１４
.
治
山
・
砂
防
・
河
川
対
策
の
充
実

　

治
山
・
砂
防
・
河
川
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
激
甚

化
す
る
自
然
災
害
か
ら
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
を
目
指
し
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害

の
発
生
を
予
防
し
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
治
山
・
砂
防
施
設
の
整
備
や
、
継
続
し
て

河
床
堆
積
土
砂
の
除
去
対
策
事
業
促
進
に
つ
い
て
、
国

や
県
へ
積
極
的
な
要
望
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
土
捨

て
場
の
確
保
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１５
.
防
犯
対
策
の
充
実

　

警
察
や
駐
在
所
連
絡
協
議
会
、
日
向
地
区
防
犯
協
会

と
連
携
し
、
町
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
や
既
存

設
備
の
維
持
補
修
等
を
行
い
、
犯
罪
防
止
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
犯
罪
被
害
者
等
が
必
要
と
す
る

支
援
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

１６
.
交
通
安
全
対
策
の
充
実

　

警
察
、
交
通
安
全
対
策
協
議
会
、
交
通
安
全
協
会
及

び
交
通
指
導
員
会
等
の
関
係
機
関
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
町
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及

に
努
め
ま
す
。
併
せ
て
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
の
「
み
さ
と
安
全
運
転
」
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
交
通
安
全
施
設
や
通
学
路
の
点
検
・
改
善
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１７
.
教
育
の
振
興　

　

本
町
の
教
育
全
般
に
お
き
ま
し
て
は
、
教
育
基
本
法

の
理
念
及
び
宮
崎
県
教
育
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
人
間

尊
重
の
精
神
を
基
本
と
し
、
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人

間
性
を
培
い
、
変
動
す
る
社
会
に
創
意
工
夫
と
生
き
が

い
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
「
た
く
ま
し
い
体
」

「
豊
か
な
心
」
「
す
ぐ
れ
た
知
性
」
を
備
え
、
郷
土
の

形
成
者
と
し
て
、
心
身
と
も
に
調
和
の
と
れ
た
人
間
形

成
を
目
指
し
教
育
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
立
図
書
館

を
核
と
し
て
町
民
が
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
課
題
の
解
決

に
関
す
る
講
座
を
設
け
、
創
造
力
や
論
理
的
思
考
力
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク(

S
o
c
i
e
t
y
5
.
0

で
活
躍
す
る
力)

を
備
え

た
人
材
の
育
成
を
図
り
、
各
社
会
教
育
関
係
団
体
や
各

種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
支
援
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
に
関
し
ま
し
て

は
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
な
る
自
治
公
民
館
施
設
の
整

備
促
進
と
自
治
公
民
館
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、
青
年

団
な
ど
の
地
域
活
動
組
織
の
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
地
域
人
材
の
幅
広
い
参
画
を
得
て
、
地

域
と
学
校
が
相
互
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
働

し
て
行
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
事
業(

学
校

運
営
協
議
会)

」
の
推
進
と
「
地
域
学
校
協
働
活
動
事

業
」
を
拡
充
し
、
地
域
と
学
校
の
連
携
強
化
を
促
進
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
貴
重
な
伝
統
文
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
文
化
の
振
興
を
図
る
上
で

貴
重
な
資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
保
存
、
継
承
、

活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
手
立
て
と
し
て
、

新
た
な
認
定
団
体
の
発
掘
と
後
継
者
や
指
導
者
の
育
成

を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
「
郷
土
芸
能
保
存
事

業
」
を
拡
充
し
、
地
域
の
貴
重
な
伝
統
文
化
・
芸
能
の

映
像
記
録
と
保
存
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
の
教
育

目
標
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
と
豊
か
な
国
際

感
覚
を
育
み
、
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、
自
分
に
自

信
と
誇
り
が
持
て
る
、
心
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
」

の
実
現
へ
向
け
、
本
町
の
教
育
資
源
を
生
か
し
た
「
美

郷
な
ら
で
は
の
幼
小
中
一
貫
教
育(

11
年
間
の
切
れ
目

の
な
い
連
続
し
た
学
び)

」
を
推
進
し
ま
す
。
特
に
、

子
ど
も
の
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
、
幼
児
期

か
ら
の
遊
び
を
通
し
た
総
合
的
な
学
び
と
、
幼
児
期
の

教
育
・
保
育
と
義
務
教
育
学
校
前
期
課
程
と
が
円
滑
に

接
続
さ
れ
る
よ
う
体
制
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
整
備
と

し
ま
し
て
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
、
い
じ

め
や
不
登
校
等
の
諸
課
題
の
未
然
防
止
と
そ
の
解
決
を
図

る
と
と
も
に
、
学
校
だ
け
で
は
解
決
困
難
な
事
案
へ
の
迅

速
な
対
応
を
行
う
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
悩
み
に
寄
り
添

え
る
相
談
体
制
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１８
.
国
内
外
交
流
の
推
進

　

沖
縄
県
豊
見
城
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
な
ど
を
介
し

て
の
人
事
交
流
と
産
業
・
経
済
・
行
政
の
多
様
な
交
流

に
よ
り
、
友
好
の
絆
は
確
実
に
よ
り
固
く
結
ば
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
平
和
の
礎
と
し
て
継
続
し
、

さ
ら
に
は
史
実
の
保
存
と
継
承
に
努
め
、
事
業
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

国
際
交
流
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
姉
妹
校
締

結
30
周
年
を
迎
え
た
林
川
｟
イ
ム
チ
ョ
ン
｠
中
学
校
と

の
交
流
に
お
き
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
絆
を
生
か
し
、

よ
り
積
極
的
に
交
流
に
努
め
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育

成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
扶
餘
邑(
プ
ヨ
ユ

ウ)

と
の
姉
妹
都
市
交
流
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
民
レ

ベ
ル
で
の
交
流
や
、
韓
国
か
ら
の
国
際
交
流
員
に
よ
る

韓
国
語
講
座
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
へ
の
国
際
理
解
教

育
、
異
文
化
紹
介
な
ど
の
事
業
を
さ
ら
に
充
実
・
発
展

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

１９
.
住
民
参
加
の
促
進

① 

広
報
広
聴
の
充
実

　

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
住
み
良
い
地
域
社
会
の
形

成
に
は
、
町
民
の
声
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
町
民
の
町
政
に
対
す
る
意
見
や
提
案
を
広
く

収
集
し
、
町
民
の
声
を
町
政
に
活
か
せ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用
し
、
町

民
が
様
々
な
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

② 

町
民
と
の
協
働
の
推
進

　

令
和
２
年
度
か
ら
各
地
区
ご
と
に
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
定
め
実
践
す
る
「
美
郷
町
地
区
別

定
住
戦
略
事
業
」
｟
通
称
：
ち
く
せ
ん
｠
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
各
地
区
が
主
体
と
な
っ
て
計
画
さ
れ
た
事
業

で
す
の
で
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
た
取
組
み
を
き
め
細
か

に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
施
策
に
反

映
す
る
た
め
、
住
民
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
住
民
参
加
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
そ
の
場
で
の
意
見
を
令
和
７
年

度
か
ら
５
个
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
３
期
美
郷
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
反
映
し
策
定
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
く
な
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
本
戦
略
で
定
め
た
ビ

ジ
ョ
ン
と
５
つ
の
方
向
性
に
基
づ
き
、
町
民
・
地
域
団

体
・
事
業
者
と
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
積
極
的

に
参
画
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

③ 

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進

　

男
女
が
お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
自
ら
の
意

思
と
責
任
に
よ
り
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対
等
に
参

画
し
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
生
き
ら
れ
る
男
女
共
同
参

社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
支
援
を
更
に
発
展
さ
せ

る
た
め
、
第
２
期
美
郷
町
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ

く
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２０
.
行
政
運
営
の
充
実
・
強
化

　

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営
を
実
施
す
る
た
め
、
第
６

次
美
郷
町
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２１
.
財
政
運
営
の
充
実
・
強
化
、
地
籍
調
査
事
業　

① 

財
政
運
営
の
充
実
・
強
化

　

健
全
な
財
政
運
営
と
財
政
基
盤
の
強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

自
主
財
源
の
確
保
と
節
減
合
理
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
町
税
の
適
正
で
公
平
な
課
税
と
徴
収
に
努
め
、
地
方

交
付
税
な
ど
国
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
動
き
を

常
に
注
視
し
、
適
正
に
本
町
の
財
源
へ
反
映
す
る
と
と
も
に
、

事
務
事
業
を
単
に
前
例
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
効
果

的
・
効
率
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
検
証
・
見
直
し
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

② 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
着
実
に

返
礼
品
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
資
源
の
魅
力
発
信
や

Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化
を
図
り
、
貴
重
な
財
源
の
一
つ
と
し
て
、
更

な
る
寄
附
額
向
上
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

③ 

地
籍
調
査
事
業

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
西
郷
地
域
の
田
代

｟
峰
・
千
本
｠
地
区
６
．
４
５
㎢
に
つ
い
て
、
法
務
局
送
致
業

務
を
行
い
ま
す
。
こ
の
成
果
に
よ
る
登
記
完
了
を
も
っ
て
地
籍

調
査
事
業
の
完
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
業
務
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

｟
む
す
び
｠

　

む
す
び
に
、
本
町
の
令
和
７
年
度
予
算
の
編
成
に
当

た
っ
て
は
、
引
き
続
き
過
年
度
の
台
風
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
を
最
優
先
事
項
と
し
つ
つ
、
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
諸
施
策
を
推
進
す
る
べ
く
、
美
郷
町
独
自
の
振

興
策
を
実
現
す
る
実
行
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
一

方
、
積
極
的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る

事
業
に
お
い
て
積
極
的
な
財
源
確
保
に
最
大
限
努
力
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

　

結
果
、
一
般
会
計
予
算
で
総
額
が
１
０
３
億
２
千
２

９
６
万
７
千
円
と
な
り
、
令
和
６
年
度
と
の
比
較
で

は
、
４
億
４
千
７
７
０
万
８
千
円
、
４
・
２
％
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
４
つ
の
特
別
会
計
の
予
算

額
が
併
せ
て
２
３
億
１
千
２
８
万
５
千
円
と
な
り
、
公

営
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
病
院
事
業
会
計
が
８
億
１

千
６
５
９
万
１
千
円
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
が
２
億
９

千
６
９
４
万
６
千
円
、
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
が
１

億
７
千
４
３
２
万
６
千
円
と
な
り
、
一
般
会
計
と
併
せ

た
令
和
７
年
度
の
美
郷
町
予
算
総
額
は
、
１
３
９
億
２

千
１
１
１
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
令
和
７
年
度
の
施
政
方
針
と
予
算
規
模
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
『
豊
か
で
活
力
あ
る
安
全
・
安

心
な
郷
づ
く
り
』
の
実
現
を
目
指
し
て
、
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
議
員
各
位
の
な
お
一
層
の
御
支
援

と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ま
た
、
昨
年
度
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
施
策
に
反

映
す
る
た
め
、
住
民
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
住
民
参
加
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
そ
の
場
で
の
意
見
を
令
和
７
年

度
か
ら
５
个
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
３
期
美
郷
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
反
映
し
策
定
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
く
な
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
本
戦
略
で
定
め
た
ビ

ジ
ョ
ン
と
５
つ
の
方
向
性
に
基
づ
き
、
町
民
・
地
域
団

体
・
事
業
者
と
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
積
極
的

に
参
画
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

③ 

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進

　

男
女
が
お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
自
ら
の
意

思
と
責
任
に
よ
り
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対
等
に
参

画
し
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
生
き
ら
れ
る
男
女
共
同
参

社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
支
援
を
更
に
発
展
さ
せ

る
た
め
、
第
２
期
美
郷
町
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ

く
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２０
.
行
政
運
営
の
充
実
・
強
化

　

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営
を
実
施
す
る
た

め
、
第
６
次
美
郷
町
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
引
き

続
き
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２１
.
財
政
運
営
の
充
実
・
強
化
、
地
籍
調
査
事
業

① 

財
政
運
営
の
充
実
・
強
化

　

健
全
な
財
政
運
営
と
財
政
基
盤
の
強
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と
節
減
合
理
化
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
税
の
適
正
で
公
平
な
課
税

と
徴
収
に
努
め
、
地
方
交
付
税
な
ど
国
の
動
向
に
左
右

さ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
動
き
を
常
に
注
視
し
、
適
正
に

本
町
の
財
源
へ
反
映
す
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
を
単

に
前
例
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
な
も
の
と
な
る
よ
う
検
証
・
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

② 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も

着
実
に
返
礼
品
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
資
源

の
魅
力
発
信
や
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化
を
図
り
、
貴
重
な
財

源
の
一
つ
と
し
て
、
更
な
る
寄
附
額
向
上
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

③ 

地
籍
調
査
事
業

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
西
郷
地
域
の
田

代
｟
峰
・
千
本
｠
地
区
６
・
４
５
㎢
に
つ
い
て
、
法
務

局
送
致
業
務
を
行
い
ま
す
。
こ
の
成
果
に
よ
る
登
記
完

了
を
も
っ
て
地
籍
調
査
事
業
の
完
了
と
な
り
ま
す
の

で
、
速
や
か
に
業
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

｟
む
す
び
｠

　

む
す
び
に
、
本
町
の
令
和
７
年
度
予
算
の
編
成
に
当

た
っ
て
は
、
引
き
続
き
過
年
度
の
台
風
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
を
最
優
先
事
項
と
し
つ
つ
、
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
諸
施
策
を
推
進
す
る
べ
く
、
美
郷
町
独
自
の
振

興
策
を
実
現
す
る
実
行
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
一

方
、
積
極
的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る

事
業
に
お
い
て
積
極
的
な
財
源
確
保
に
最
大
限
努
力
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

　

結
果
、
一
般
会
計
予
算
で
総
額
が
１
０
３
億
２
千
２

９
６
万
７
千
円
と
な
り
、
令
和
６
年
度
と
の
比
較
で

は
、
４
億
４
千
７
７
０
万
８
千
円
、
４
・
２
％
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
４
つ
の
特
別
会
計
の
予
算

額
が
併
せ
て
２
３
億
１
千
２
８
万
５
千
円
と
な
り
、
公

営
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
病
院
事
業
会
計
が
８
億
１

千
６
５
９
万
１
千
円
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
が
２
億
９

千
６
９
４
万
６
千
円
、
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
が
１

億
７
千
４
３
２
万
６
千
円
と
な
り
、
一
般
会
計
と
併
せ

た
令
和
７
年
度
の
美
郷
町
予
算
総
額
は
、
１
３
９
億
２

千
１
１
１
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
令
和
７
年
度
の
施
政
方
針
と
予
算
規
模
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
『
豊
か
で
活
力
あ
る
安
全
・
安

心
な
郷
づ
く
り
』
の
実
現
を
目
指
し
て
、
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
議
員
各
位
の
な
お
一
層
の
御
支
援

と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

美郷町の組織と職員配置
４月１日付けで、町職員の人事異動がありましたのでお知らせします。

町長　田中　秀俊副町長　藤本　茂
たなか　　ひでとしふじもと　しげる

◎総務課　TEL66－3601
課　　長 甲　 斐　 武　 彦

課長補佐 荒　 田　 健　 一

  

(庶務担当)

主幹･リーダー　 中　 原　 芙季子

主　　査　　　　 松　 本　 万　 市

  

(管財担当)

課長補佐･リーダー 荒　 砂　 俊　 之

  

(危機管理担当)

主幹･リーダー　 甲　 斐　 祐　 介

主　　幹　　 馬　 原　 一　 樹

主　　事　　 栁　 田　 舜　 弥

  

(財政担当)

主幹･リーダー 　 木　 代　　　 　誠

主　 幹　   　　　　 平　 野　 隆　 義

   

(県派遣研修)

主任主事　　　　　　 瓶　 田　 恭　 司

  

◎税務課　TEL66-3602
課　　長　　 芳　 村　 和　 敏

課長補佐  下　 田　 恭　 崇

  

(税務担当)

課長補佐･リーダー　 田　 原　 あかね

主　　幹　　 矢津田　 一　 路

主　　幹　　 　 甲　 斐　 奨　 基

主任主事　 　　 江　 藤　 ナルミ

  

(地籍調査・資産担当)

課長補佐･リーダー　 黒　 木　 畩　 見

主　　幹　　 　 森　 本　 早　 美

主　　幹　　　 　 菊　 池　 慎　 二

  

◎企画情報課　TEL66－3603
課　　長　　　　　　　 田　 村　　　   靖

課長補佐　　　 　　　  竹　 原　 栄　 蔵

  

(企画商工観光担当)

主幹･リーダー　　　　  黒　 田　 史　 也

主　　幹　　　　　　　 杉　 本　 惣　 一

主　　事　　　　　　　 外　 山　 結　 衣

主　　事　　　　　　　 松　 木　 麗　 音

(情報電算担当)

課長補佐･リーダー(兼)  竹　 原　 栄　 蔵

主　　事　　　　　　　 松　 尾　 洋　 希

  

◎町民生活課　TEL66－3604
課　　長　　　　　　　 黒　 田　 和　 幸

課長補佐　　　　　　　 佐　 藤　 ひとみ

  

(環境衛生担当)

主幹･リーダー 　　　　 山　 口　 威一郎

主　　幹　　　　　　　 中　 田　 芳　 樹

主　　査　　　　　　　 前　 田　 大　 地

主　　査               藤　 本　　　　 貴

  

(町民担当)

主査･リーダー　　　　  河　 野　 史　 実

主　　事　　　　　　　 黒　 木　 智　 瑛

主　　事　 　　　 　　 中　 田　 雄　 介

主　　事 　　   　　  孝　 峰　 未　 来

  

■入郷地区衛生組合派遣

事務局長　　　　　　　 松　 浦　 清　 作

  

◎健康福祉課　TEL66－3610
課　　長　　　　　　　 海　 野　 勝　 弥

課長補佐　　　　 　　  長　 田　 尚　 美

  

(健康福祉担当)

主幹･リーダー　　　　  井　 上　 智　 文

主　　幹　　　　　　　 村　 矢　 隆一郎

主　　査　　　　　　　 黒　 田　 彩　 佳

主任主事 　　　　 　　 甲　 斐　　　　 萌

主任主事               黒　 木　 翔　 太

主　　事　　　         石　 川　 紫　 萌

課長補佐･リーダー(保健師) 長　 野　 直　 美

主　 幹(栄養士)　　　　　 勇　 美　 真　 紀
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主　 幹(保健師)   　　    荒　 砂　 洋　 子

主　 幹(保健師) 　 佐々木　 礼　 佳

主　 幹(保健師)  　　    甲　 斐　 志　 保

再任用(保健師)　　 寺　 原　 孝　 子

  

■日向入郷地域介護認定審査会派遣

主任主事　　　　　　　 中　 村　 美七海

  

■宮崎県後期高齢者医療広域連合派遣

主任主事 　　　        古　 川　 翔　 大

  

◎農林振興課　TEL66－3605

課　　長　　　　　　 川　 村　 博　 昭

獣　　医　　　　 中　 山　 二　 朗

  

(農政担当)

課長補佐･リーダー 三　 股　 隼　 人

主　　査　　           松　 田　 将　 太

主　　査　　　　　　　 又江原　 　 　 徹

主　　査　　　　　　　 小　 山　 洋　 平

主　　事　　　　　　　 早　 川　 建　 平

  

(林政担当)

課長補佐･リーダー  　  那　 須　 大　 悟

主　　幹　　　　　　　 桑　 津　 紀　 大

主　　幹 　　　 　　　 下　 村　 啓　 悟

主　　幹 　 　　　　　 山　 田　 洋　 三

主　　査　　　　　　　 中　 村　 義　 明

再任用　　　　　　　 三　 桝　 　　　治

◎建設課　TEL66－3618

課　　長　　　　　　　 佐　 藤　 文　 幸

課長補佐　　　　　　　 甲　 斐　　　　 茂

(管理担当)

課長補佐･リーダー　　  田　 口　 博　 彦

主　　事　　　　　　　 海　 野　 紗　 香

(土木建設担当)

公共土木グループ

課長補佐･リーダー　　  吉　 田　 和　 博

主　　査　　　　　　　 本　 多　 隆　 行

主　　査　　　　　　　 長　 友　 浩　 章

森林土木グループ

課長補佐･リーダー　　  児　 玉　 宗　 人

技　　師　　　　　　　 黒　 木　 脩　 平

農業土木グループ

主幹･リーダー　　　　  新　 田　 克　 志

主　　幹　　　 　　 　 甲　 斐　 裕　 幸

◎政策推進室　TEL62-6203

室　　長　　　 　　　  田　 常　 浩　 二

(総合戦略担当)

室長補佐・リーダー　　 菊　 池　 秀　 樹

主　　幹　　  　　     菊　 地　 洋　 祐

主　　幹　　　　　　　 川　 西　 邦　 明

(産業創出担当)

室長補佐･リーダー      甲　 斐　 範　 浩

主任主事　　　　　　　 林　 田　 美　 希

◎会計課　TEL66-3606

会計管理者　　     池　 田　 昭　 紘

(会計担当)

主　　幹（役職定年）   泉　 田　 浩　 文　

◎地域包括医療局　TEL66－3141

総院長(特別職非常勤) 金　 丸　 吉　 昌

〇西郷病院　TEL66-3141

院長(県派遣)　　　　　 外　 山　 宗　 樹

副院長(県派遣)　　 原　 田　　　　 秀

副院長(県派遣) 　　 上　 池　 陸　 人

事務長　　　　　　 田　 原　 裕　 亮

(医事担当) 

主幹･リーダー 　　 坂　 本　 梨津子

主　　査　　　　　 吉　 田　 健　 洋

(医療担当)

総看護師長　　　　　　 美　 麻　 美　 佐

看護師長(病棟)　　　　 池　 田　 昌　 乃

看護師長(外来)　　　　 佐　 藤　 康　 宏

副看護師長(病棟)      平　 坂　 政　 代

副看護師長(外来)       小　 田　 建　 代

副看護師長(外来)       黒　 木　 直　 子

副看護師長(透析)       甲　 斐　 洋　 美

主幹(看護師)　　       上　 村　 美　 和

主幹(看護師) 　　      川　 田　 容　 子

主幹(看護師)  　　     大　 山　 美　 春

主幹(看護師)  　　     楠　 田　 真　 央

主幹(看護師) 　　      齊　 藤　 久美子

主幹(看護師) 　　      菊　 池　 里　 美

主幹(看護師)   　　    小　 田　 真　 紀

主幹(看護師)   　　    飯　 干　 悠　 輝

主幹(看護師)  　　     川　 口　 加　 代

主幹(看護師)　　　　   磯　 貝　 　 　 暢

主幹(看護師)     　　  浅　 見　 絵理佳

主幹(看護師)   　　    松　 田　　　　 恵

主　幹　         福　田　智　子

主　幹　　　　 抜　屋　　　寛

再任用　　　　　 梅　田　禎　久

◎議会事務局　TEL66-3607

事務局長 沖　田　修　一

主　幹　　 川　西　ゆきみ

◎農業委員会　TEL66-3605

主　幹　　　　　　 日　髙　　　淳

◎教育委員会　
教育長 大坪  隆昭

〇教育課　TEL66-3608　     
課　長  鎌　田　次　郎

指導主事 ( 県派遣 )  緒　方　善　弘

   

( 学校教育担当 )

課長補佐･リーダー　  中　嶋　義　弘

主　幹　　 　　　　   馬　原　理　恵

主査 (教諭 )           杉　本　祐　樹

主　事　　　　　　　  岩　倉　ゆ　あ

　 

( 生涯学習担当 )

課長補佐･リーダー　  尾　崎　培　夫

主　幹　　　　　　  梅　田　祐　助

主任主事　　        森　川　　　晴

〇南郷幼稚園　TEL59-1801

主幹 (教諭 )   　　  井　上　理　恵

主幹 (教諭 )         宮　本　怜　子

〇西郷幼稚園　TEL66-2149

主幹 (教諭 )   　  海　野　陽　子

主幹 (教諭 )　　　  若　田　沙　織

〇北郷幼稚園　TEL62-5700

主幹 (教諭 )　　　  奈　須　千　晶

主幹 (教諭 ) 　　   佐　藤　美由紀

〇令和７年３月３１日付け退職者
  黒　木　博　文

  松　下　文　治

  松　田　又　男

  高　木　邦　光

主幹(看護師)   　　    塚　 本　 絵理佳

主査(看護師)   　　    石　 崎　　　　 誠

主任技師(看護師)       若　 藤　 千　 春

主任技師(看護師)       横　 山　 佳　 樹

主任技師(看護師)       那　 須　 美　 咲

主任技師(看護師)　     高　 野　 美　 憂

主幹(臨床工学技士)    宮　 田　 義　 章

主幹(理学療法士)　　   海　 野　 祥　 子

主幹(理学療法士)       土　 田　 友　 喜

主幹(理学療法士)       塩　 月　 　　　充

主幹(管理栄養士) 　　  日　 髙　 祥　 子

主幹(臨床検査技師)     大久保　 　　  二

主幹(診療放射線技師) 川　 野　 浩　 志

〇南郷診療所　TEL59-0017      

所　　長　　　　　　　 東　　　　 善　 昌

(医事担当)

再任用　　　　　　　 黒　 木　 博　 文

(医療担当)

看護師長　　           長　 尾　 かおり

主幹(看護師)　　　　　 佐　 藤　 慶　 一

主幹(理学療法士)(兼) 海　 野　 祥　 子

再任用　　　　　　　 甲　 斐　 延　 世

〇北郷診療所　TEL62-5008

所長(県派遣)  　　     漆　 野　 雄　 太

(医事担当)

再任用(兼)　　　　　　　 黒　 木　 博　 文

(医療担当)

主幹(看護師)(兼)　　　 上　村　美　和

◎南郷地域課　TEL59-1601

課　　長　　　　　  田　中　幸　生

課長補佐　　　　 　 北　村　昌　代

(地域窓口担当)

主幹・リーダー　　 石　井　小百合

主　　査　　　　　 中　田　康　太

主　　事　　　　　 綾　　　峻　作

主　　事　　　      橋　口　陽　菜

◎北郷地域課　TEL62-6201

課　　長            長　田　孝　規

課長補佐　　　 　　  林　田　妙　子

(地域窓口担当)

主幹･リーダー　 菊　池　直　美

おおつぼ  たかあき
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●義務的経費

　職員の給与、

町債の償還、扶

助費(児童福祉・

社会福祉等経費)

に要する経費

●投資的経費　

　道路等の公共

施設の整備や災

害復旧等に要す

る経費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　板碑とは、死んだ人を供養するために建てられた石の卒塔婆のことです。

　小川宝篋印塔に向かって左脇に並んでいる板碑の手前端のものには、白

色の筆書きで｢享禄４年（１５３１年）｣と書かれています。

　町内の板碑は無銘のものが多く、作られた年代が不明です。小川板碑は、

無銘の板碑の時代を知る標式として貴重なものとなっています。

【所在　西郷田代小川字尾沢】　　　　　　　美郷町文化財保護調査委員会
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小川板碑 ( 町指定文化財 )

いたび

おがわほうきょういんとう

そとば

小学校新入学児童に寄贈品をいただきました
令和７年度新入学児童の皆さんへ、企業・団体の皆様から交通安全・防犯用品を寄贈いただきました。

[ 寄贈品一覧 ]

ランドセルカバー 日本コープ共済生活協同組合連合会

　 西の丸

クリアファイル 日向地区交通安全協会

 MRT宮崎放送

交通安全巾着 宮崎県トラック協会

防犯ブザー 宮崎県生コンクリート工業組合

 入郷地区生コン事業協同組合

黄色ワッペン 株式会社みずほファイナンシャルグループ

　　　　　　　 損害保険ジャパン株式会社

　　　　　　　 明治安田生命保険相互会社

　　　　　　　 第一生命保険株式会社　　　　 敬称略

入郷地区生コン事業協同組合による贈呈

お問合せ 町民生活課　６６－３６０４

５月１３日（火）

うなま保育所へ訪問！

（オープン保育所）

　　５月２０日（火）

こどもの救急のお話　　　　

　　　　　　＆お洋服おゆずり会

（西郷ニューホープセンター）

５月の

開設日

子育て支援センターだより ４１号

～２月の開設の様子～
●おやつカフェでティータイム

　オープン前のおやつカフェ

HugHug（西郷小川）へお邪魔し

て、いつもとはちょっと違うバ

レンタインとしてお母さんたち

が自分へのご褒美な時間を過ご

しました。とてもすてきな空間

で、好きな飲み物を選んでフ

ルーツケーキと美味しく頂きま

した。参加者が６組ということ

もありにぎやかな、それでもゆっくりした時間を過ごしました。

●みんなで♪ひな祭り制作

　３月３日のひな祭りにむけて

トイレットペーパーの芯を使っ

てひな飾りを作りました。

　皆さん思い思いに好きな柄を

選んでひな人形の着物や花の飾

りを作るのに集中…♪

　それぞれにとてもかわいいひ

な飾りができて、ぱっと春が来たような気持ちになりました。

～３月の開設の様子～

●２０２５年カレンダー制作

　今年度、最後の活動となった

３月１８日は２０２５の春から

1 年間使えるカレンダーを制作

しました。折り紙でちぎり絵を

したり、子どもやペットの写真、

絵の具を使って手形足形を押し

てイラストにしたり、それぞれ

に個性豊かなカレンダーが出来上がりました。

　見るたびににっこりうれしくなるような１枚になりましたね♪

～５月のイベント情報～
　５月の予定は以下のとおりです。みなさんのご参加お待ちしております♪

※この日は人数が多かったため特別に隣の自宅をお貸し頂きました。普段は店舗での飲食です。

３月期子牛郡共進会で
優等賞受賞！！

　３月１０日(月)に延岡家畜市場において３月

期子牛郡共進会が開催され、川口元衛氏が出品

した「ひなたまどか号」が優等賞６席を受賞さ

れました。

　川口氏をはじめ今回出品された生産者の方々

の日ごろの努力に敬意を表し、今後のご活躍を

期待いたします。
優等賞６席「ひなたまどか号」と川口さん夫妻
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令和７年度　一般会計当初予算の概要          
          

一般会計当初予算における主な事業 一般会計当初予算の状況

　令和７年度当初予算は、過年度の台風災害からの復旧・復興を引き続き最優先事項とし、高齢者や子育て支

援、地域経済の浮揚や、町の基幹産業である農林業の振興事業費など、町民の福祉の向上と町の活性化を念頭

に予算編成を行いました。          

          

◆歳入

◆歳出

●自主財源　町が独自で確保出来る収入

　　　　　　（町税・分担金及び負担金・使用料及び手数料・繰越金等）

●依存財源　国や県により定められた額を交付されたり割り当てられる収入と地方債  

          

          

          

◆一般会計　　　 １０３億２,２９６万７千円     

　　　　　　　　　　　（対前年比　４億４,７７０万８千円減　▲　４.２%）    

◆特別会計　　　　　２３億１,０２８万５千円     

　　　　　　　　　　　（対前年比　６,６４７万６千円減　▲　２.８%）     

◆病院事業会計　　　　　８億１,６５９万１千円     

　　　　　　　　　　　（対前年比　２,６９９万８千円増　　３.４%）     

◆簡易水道事業会計　　　２億９,６９４万６千円
　　　　　　　　　　　（対前年比　２９２万８千円増　　１.０%） 

◆農業集落排水事業会計　１億７,２４１万円
　　　　　　　　　　　（対前年比　１９１万６千円増　　１.１%）     

  

          
◆総務費          

　①地区別定住戦略実践事業　中間支援業務委託料、実践事業補助金 等　67,407千円

　②その他電算管理費　標準化システム構築業務委託料 等　339,227千円          

◆民生費          

　①高齢者福祉支援費　介護予防・生活支援事業委託料、高齢者補聴器補助金 等 62,629千円

　②扶助費（障がい者福祉）　更生医療費給付費、障がい福祉サービス費 等 196,320千円

　③放課後児童健全育成事業　放課後児童健全育成事業委託料 等 21,864千円         

◆衛生費          

　①予防接種費　帯状疱疹ワクチン定期接種委託料 等　23,423千円

　②子育て支援事業　妊産婦・乳児健診助成金、妊婦支援給付金 等　5,937千円        

◆農林水産業費          

　①農産物生産振興費(町単)　米流通拡大補助金、スマート農業推進事業補助金 等　40,357千円

　②畜産業生産振興費(町単)　肉用牛敷料確保対策事業補助金 等　39,793千円

　③森林整備事業（町単）　町単森林整備事業補助金 等　93,823千円        

◆土木費          

　①防災・安全交付金事業（メンテナンス）町道　防災・安全交付金事業工事請負費 等　246,000千円         

◆消防費          

　①防災無線施設管理費　防災無線設備更新工事請負費 等　273,147千円          

◆災害復旧費          

　①農地・農業用施設災害復旧費　139,656千円

　②林業施設災害復旧費　738,681千円

　③公共土木施設災害復旧費　678,163千円

町税

8.14億円
7.9%

分担金及び

負担金他

7.50億円
7.3%

繰入金

15.55億円
15.1%

繰越金

0.50億円
0.5%

諸収入

2.75億円
2.7%

地方譲与税等

3.93億円
3.8%

地方交付税

36.10億円
35.0%

国庫支出金

9.85億円
9.5%

県支出金

9.67億円
9.4%

町債

9.26億円
9.0%

自主財源

34.43億円
33.4%

依存財源

68.80億円
66.6%

歳 入
１０３.２３億円

扶助費

6.98億円
6.8%

公債費

8.92億円
8.6%

普通建設事業費

13.82億円
13.4%

災害復旧事業費

15.57億円
15.1%

物件費

16.72億円
16.2%

維持補修費

1.04億円
1.0%

補助費等

15.01
14.5%

義務的経費

30.58億円

29.6%

投資的経費

29.39億円

28.5%

その他一般
行政経費

43.27億円
41.9%

歳 出
１０３.２３億円

＊内訳と合計が一致しないことがある

＊内訳と合計が一致しないことがある

人件費

14.68億円
14.2%

その他

10.50億円
10.2%

億円

●義務的経費

　職員の給与、町

債の償還、扶助費

(児童福祉・社会

福祉等経費)に要

する経費

●投資的経費

　道路等の公共施

設の整備や災害復

旧等に要する経費

トピックス 町の話題
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 お知らせ I n f o r m a t i o n

新規採用職員紹介

　建設課に配属になりました長友浩章です。

　出身は延岡市で、延岡高等学校、鹿児島大学を卒業後、主に宮崎県内で公職

及び民間企業にて勤務しておりました。

　今はプレーしていませんが、子どもの頃からバスケットボールが大好きで、

小学校から大学まではプレーしていました。

　美郷町で働けることをうれしく思います。入庁したばかりで、まだわからな

いこともありますが、日々学びながら一生懸命頑張りますので、よろしくお願

い致します。

　この度、健康福祉課に配属となりました石川紫萌です。出身は日向市で今年

の３月まで富島高校情報ソリューション科に在学しておりました。新社会人と

して、不安なこともたくさんあり、慣れない業務でご迷惑をおかけすることが

あるかもしれませんが、一日でも早く仕事を覚えられるよう努力を重ね、成長

していきたいと思います。町民の皆様のお役に立てるよう精進して参りますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。

　この春、武蔵野美術大学大学院を修了し、企画情報課の観光担当に配属され

ました外山結衣です。大学院の研究では、美郷町で宇納間備長炭を製炭する

方々の関係性を研究しており、その際に美郷町役場の方々と接する機会も多く

そのご縁で入庁しました。まだわからないことも多いですが、人とお話しする

ことが大好きなので、気軽にお声をかけて頂けると嬉しいです！美郷町の魅力

を多くの方に伝えられるように頑張りますので、よろしくお願いします！

長友 浩章

石川 紫萌

外山 結衣

ながとも　ひろあき

とやま　　 ゆい

いしかわ　  しほ

　美郷町教育課は、一般社団法人自治総合センターが、宝

くじの社会貢献広報事業として実施している「令和６年度

コミュニティ助成事業」を活用して、町内の図書館まで来

ることが困難な地域や学校、病院等に本を届ける移動図書

館車両「本かろカー」を整備しました。

　今後、この車両を活用して、更なる地域のコミュニティ

活動の活性化が期待されます。

広がるコミュニティの輪
令和６年度コミュニティ助成事業

　第３期美郷町まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和７年度～ 11 年度）は、町民への聞き取り調査や、

公募で集まった町民や美郷町に関係する人たちによる意見交換やグループでの作業を行い、素案の作

成を進めてきました。その後、役場関係課を集めて実施した庁内連携研修会で基本目標ごとに設定した

重点施策を検討し、美郷町まち・ひと・しごと創生本部会議や美郷町まちづくり懇話会などによる審

議を経て策定しました。

　この総合戦略は、美郷町に住み続けたくなる魅力的なまちづくりを進めていくために、住民、地域団

体、事業者など、たくさんの方に参加いただき、戦略づくりを進めてきました。そうして定めた総合戦略

の基本理念は、「～まちで楽しく過ごしたいよね～みさとわくわくプロジェクト」です。

　一人ひとりが地域の未来に楽しみや希望を持ち、「わくわく」しながら、日々の暮らしや地域活動を

行っていくことが美郷の目指す姿だと考え、「みさとわくわくプロジェクト」としました。町民一人ひと

りの「わくわく」からみんなの「楽しさ」を生み出す美郷町へ。そして、地域外の人たちとのつながりや、

さまざまな連携を生み出し、美郷町からたくさんの「わくわく」を広げていきましょう。

【総合戦略おひろめピクニック】

日時　５月１１日（日） １３時３０分～

会場　西郷ニューホープセンター（図書館テラス周辺）

内容　ゲスト講演（studio-L 山崎亮 氏）

　　　～ほどよいつながりが生み出す豊かな循環～ ※詳細は、別紙「チラシ」参照。

第３期美郷町まち・ひと・しごと創生総合戦略が策定されました。
～まちで楽しく過ごしたいよね～
みさとわくわくプロジェクト

【整備された備品】

移動図書館車両「本かろカー」

（スズキ キャリー特装車）

トピックス  町の話題

お問合せ 教育課　６６－３６０８

　４月１日から、黒木寿さんが町の農業指導員として着任されました。

　黒木さんは、長年にわたって農業の普及指導に携わった県職員の OB であり、これまでの経験と幅

広い見識により、本町農業者をトータルで指導できる人材として期待されるところです。

　なお、本指導員は、農業振興はもとより、農業者の技術支援を図るなどを目的として設置されたも

のであり、任期３年となっております。

町に農業指導員が配置されました

（黒木寿さんからの一言）

　４月から、農林振興課職員としてお世話になります。

　これまでの経験を活かして、美郷町の農業振興にお役に立てたらと思い

ますので、よろしくお願いします。

お問合せ 政策推進室  ６２－６２０３
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 お知らせ I n f o r m a t i o n

令和７年度の国民年金保険料について

国民年金保険料の「免除制度」があります

　所得が少ないときや失業等により保険料を納めることができない場合には、本人の申請によっ

て、保険料の納付が免除される制度があります。

①免除（全額免除・一部免除）申請

　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や、失業等の事由がある場合に、保

　険料が全額免除または一部免除となります。

②納付猶予申請

　５０歳未満の方で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合や、失業等の事由がある 

お問合せ
延岡年金事務所（国民年金課） ０９８２－２１－５４２４

美郷町役場（町民生活課） ６６－３６０４

【令和７年度　納入額早見表】

毎月納付
(納付書現金納付)
(翌月末口座振替）

【早割】
（当月末振替の口座振替）

６ヵ月前納
（現金納付）

６ヵ月前納
（口座振替）

1年前納
（現金納付）

1年前納
（口座振替）

２年前納
（現金納付）

２年前納
（口座振替）

１ヶ月分

保険料額

17,510

17,450

－

－

－

－

105,060

104,700

104,210

103,870

－

－

425,160

－

－

－

－

－

409,490

408,150

－

－

－

－

－

－

15,670

17,010

210,120

209,400

208,420

207,740

206,390

205,720

－

360

850

1,190

－

－

－

720

1,700

2,380

3,730

4,400

－

60

－

－

－

－

割引額

６ヶ月分

保険料額 割引額

１年分

保険料額 割引額

２年分

保険料額 割引額

（単位：円）

便利でお得な３つの納付方法があります

１　口座振替（口座からの引き落とし） 前納による割引額が一番大きい納付方法です！

　口座振替を利用すると、金融機関等に行く手間と時間が省け、収め忘れも防ぐことができます。

　さらに、「早割（当月末納付）」や「前納」で納めると、同じ期間を納付書で納める場合より割引されます。

２　クレジットカード納付

　クレジットカード納付を利用すると、金融機関等に行く手間と時間が省け、収め忘れも防ぐことがで

きます。また、クレジットカードから継続的にお支払いいただく方法で、「前納」も可能です。

３　電子納付

　同封の納付書とスマートフォンがあれば、決済アプリを使用した電子（キャッシュレス）決済で納め

ることができます。

　【対象決済アプリ】auPAY、ｄ払い、PayB、PayPay、LINE Pay、楽天 Pay、AEON Pay

　国民年金保険料は毎年改定が行われており、令和７年度は月額１７,５１０円です。

　日本年金機構から送付される納付書がお手元に届いた方は、納期限までに納付をお願いします。

出張申請サポートを利用しませんか？
　窓口への来庁が困難な方を対象に「出張申請サポート」を始めます。役場職員が個人宅や公民館・施設

へ出向き、マイナンバーカードの申請をお手伝いします。

　１名からでもご利用ができますので、わからないことがあればご相談ください！

対象者
・窓口への来庁が困難な方（高齢者・障がい者・自宅療養中の方）

・マイナンバーカードを作成する事への意思が確認できる方（確認が難しい場合はご家族か  

　らの同意がえられる方）

・美郷町に住民登録があって、美郷町にお住まいの方

・２ヶ月以内に引っ越しの予定がない方

・代理人（町内に住む親族等）による手続きができない方

予約の方法
　電話で申し込みください。

　職員が必要書類のご案内・日程調整を行いますので、平日１０時から

１６時の間でご希望の日程をお伝えください。

当日の流れ
①ご自宅または、公民館・施設へ職員が訪問

②本人確認書類等の確認

③申請書類等の記入

④通知カードの返納（お持ちの方のみ）

⑤顔写真の撮影

　※カードの受け取りまでは１ヶ月～２ヶ月程度かかります。

　※１名あたり１５～２０分程度お時間をいただきます。

車もないし･･･

マイナンバーカード

作りたいけど役場は

遠いとよね･･･

※クレジットカード納付による６ヵ月前納、１年前納、２年前納の割引額は、納付書による現金納付の

　割引額と同額になります。 

　場合に、納付が猶予されます。

③学生納付特例申請

　学生の方で本人の前年所得が一定以下の場合に、納付が猶予されます。

　なお、申請日から遡って２年１か月前の期間まで免除申請をすることが可能です。

　昨年度に手続きを忘れていた方も、この機会にぜひ手続きされることをお勧めします。

春の農作業安全確認運動実施中！
　全国で毎年約３００件発生している農作業死亡事故を防ぐため、３月１日～５月３１日を運動期

間として「無くそう！農作業事故」を実施しています。農業用機械を使用される場合は、事前の安全

確認、ヘルメット等の安全防具やシートベルトの着用を徹底しましょう。また、気温の上がる時期に

は、熱中症による事故が多発します。通気性の高い作業服の着用や、十分な水分補給を行うなど、事

故の未然防止に努めましょう。

お問合せ 農林振興課　６６－３６０５ 

お問合せ 町民生活課  ６６－３６０４
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 お知らせ I n f o r m a t i o n お知らせ I n f o r m a t i o n

考えよう！一般廃棄物最終処分場 シリーズ45

　日向市、門川町、美郷町、諸塚村、椎葉村で構成する日向東臼杵広域連合では、次期広域最終処分

場の整備等を進めており、この度、第７回次期広域最終処分場建設検討委員会（以下、「建設検討委

員会」といいます。）を開催したのでお知らせします。

日　　時　令和７年３月１１日（火）　13：30 ～ 16：00

場　　所　美郷町西郷ニューホープセンター　傍聴者　なし

内　　容

①地質調査の主な結果について（構造物等に関する課題）

○地下水が２層構造である

　⇒調査時に設置した水位観測孔を用いて施工前の水位・水質把握のために、自記水位計による

　連続的な水位及び水質観測を年間を通して実施する。

○地層により土壌・岩盤の硬さが異なるため、その結果を基に構造物基礎の採掘標高を判断する。

○過去の地滑り箇所の一部が防災調整池にかかる

　⇒配置計画を見直すことにより、当該箇所を回避する。

②浸出水処理計画について

○埋立物に散水した後に発生する処理前原水の値を設定した。

○処理施設内で処理された水の水質基準を法令等に基づいて設定した。

○環境に配慮した十分な処理を実施するため、処理工程について生物処理や砂ろ過処理、その他

　処理を含む工程に加え、活性炭吸着処理やキレート吸着処理等の高度処理を行う方針とした。

③次期広域最終処分場基本計画（案）について

次期広域最終最終処分場整備事業を進めていくにあたり、埋立対象廃棄物の設定や被覆型施設で

の建設方針、搬入道路や施設設備配置、その他必要事項や整備スケジュール等を示した基本計画

（案）を策定した。

〇放流水の塩分濃度は耳川に流れたときに希釈されるとのことだが、脱塩処理をする濃度であれ

　ば処理として必要であると思うがどうか？

⇒事務局回答：灰の成分溶出試験の結果では塩分濃度は海水と同じくらいの濃度ですが、水量の少な

い乾季を前提として、大内原ダムより上流の耳川の流域面積と次期処分場より放流する水量を計算し

た場合に希釈濃度は０.００３％（※）となり、塩分濃度は限りなく薄くなると考えています。

（※：家庭浴槽に対して小さじ一杯程度の物質が溶け込んでいる濃度）

〇ガス抜き施設計画の発生ガス対策として、浸出水処理に係る活性炭吸着処理のような高度処理

　など、ガス抜き管の中に手を加えることのできる対策をしていただきたい。

⇒事務局回答：発生するガス等を考慮しながら、その点についても設

計の中で考えていきたいと思います。

第７回建設検討委員会を開催しました

第７回建設検討委員会の概要

委員会での主な意見

お問合せ 町民生活課  ６６－３６０４　広域連合  ５３－３４０１

日向東臼杵

広域連合

次期最終処分場

整備事業ＨＰ

　令和７年５月２６日に改正戸籍法が施行され、戸籍の記載事項に氏名の振り仮名が追加されます。同日以

降、本籍地の市区町村長から、戸籍に記載される予定の振り仮名が通知されますので、誤りがないか必ず確

認してください。

　通知の振り仮名が正しいときは、届出をしなくても通知のとおり戸籍に記載されますので、ご安心くださ

い。振り仮名が誤っていた場合は、令和８年５月２５日までにマイナポータル、市区町村窓口、郵送のいずれ

かの方法で氏名の振り仮名の届出をお願いします。

　振り仮名の届出に手数料はかかりません。また、届出をしなくても、罰則や罰金はありませんので、金銭を

支払うようにといった詐欺にご注意ください。

　詳しくは、法務省のホームページをご参照ください。

令和７年５月２６日から戸籍に氏名の
振り仮名が記載されます

お問合せ 町民生活課  ６６－３６０４

https://www.moj.go.jp/MINJI/furigana/index.html

　農林振興課では、水稲の生産面積維持、防除作業の軽減、高品質の米生産を目的として、ドローン

防除の実施面積に対して支援します。又、ドローン防除を検討している農業者、受託組織に対して、

オペレータ育成にかかる費用を支援します。

①受託者への支援（町内に住所を有する生産者・組織）予算額　5,000,000 円

　【要件】水稲のドローン防除を受託すること。

※申込・申請方法
　○公募期間内に、申込書・見積書を提出（先着順）

　○補助金申請・・・免許取得後、免許証（修了書）、領収書を提出

※申込・申請方法
　○ドローン防除を受託する者は６月末までに、申込書を提出

　　（予定時期、回数、予定面積）

　○補助金の申請は、防除作業が終わる９月以降を予定（実績払）

　　（契約書、領収書等、防除日、回数、実施面積が分かる書類【水稲共済細目書】）

　○実績面積が予算額を上回る場合は、交付単価を引き下げて交付します。

②オペレータ育成に対する支援（町内に住所を有する生産者）　予算額　900,000 円

　【要件】免許取得後、２年以内にドローン防除を受託すること。

スマート農業推進事業補助金について
（町単継続事業）

事業区分

防除面積に対する支援

交付単価

1,000 円以内 /10a

回数

２回まで（同一圃場）

事業区分

免許費用（税抜き）

補助率

1/2

補助限度額

150,000 円以内

公募期間

４月～１１月

内　容

●年度内に免許取得する方を対象　●１組織６名まで
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地域包括医療局からのお知らせ

＜骨密度を測定しませんか？＞

　こんにちは、西郷病院整形外科の外山です。皆さ

んは骨粗鬆症（こつそしょうしょう）という病気を

ご存じですか？

　骨粗鬆症は、骨がもろくなり骨折しやすくなる

病気です。自覚症状が少なく、気づいたときには骨

折していることもあります。

　このたび当院では、最新の「骨密度測定機器」を

導入しました！これにより、より正確な骨密度の

測定が可能になりました。「最近、背が縮んだ」「腰や背中が痛む」と感じる方は、一度検査を受けて

みませんか？

　骨粗鬆症が進行すると、背骨や太ももの付け根などの骨折につながり、寝たきりの原因になる

こともあります。早期発見と対策が重要です。

　当院では、骨密度測定のほか、生活習慣のアドバイスや治療相談も行っています。 気になる方

は、ぜひご相談ください！            

＜退任のあいさつ＞

　西郷病院の北條健人です。

　この度、県立延岡病院へ異動となりました。西郷病院での３年間、

地域の皆さまに支えられ、充実した日々を過ごすことができました。

　多くの出会いと経験に心より感謝申し上げます。これからも皆さ

まのご健康とご多幸をお祈りしております。

お問合せ 西郷病院　６６－３１４１

お問合せ 政策推進室  ６２－６２０３

 お知らせI n f o r m a t i o n くらしの情報 L i v i n g
I n f o r m a t i o n

募集お知らせ イベント

地方税統一QRコード（eL-QR）を利用した
納付について

　納付書の表面に印字されている地方税統一 QRコード（eL-QR）を利用して町税の納付ができます。

＜納付できる税目＞

・個人住民税（普通徴収）・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税

＜利用できる納付方法＞

・「地方税お支払サイト」を利用したクレジットカード払い（別途手数料が必要）、インター

  ネットバンキングなどからの納付

・スマートフォンのアプリからの納付（アプリで eL-QR を直接読み取って納付してください。）

・eL-QR に対応した全国の金融機関窓口での納付

※eL-QR に対応したアプリおよび金融機関などに関しては、インターネット上の「地方税お支

　払サイト」でご確認ください。

注意事項

・通信にかかるパケット代（インターネット通信料）は別途利用者負担です。

・領収書は発行されません。

・決済後の納入通知書は誤納付を防止するため必ず破棄してください。

お問合せ 町民生活課  ６６－３６０４

　国勢調査の行われる令和７年度には、「人口動

態調査（職業・産業）」の実施に伴い、上記の届書

に職業の記入（死亡届については、加えて産業の

記入）が必要です。

　届出は厚生労働省が実施している「人口動態

調査」として、調査され、調査結果は、公衆衛生、

労働衛生、社会福祉など各施策のための重要な

基礎資料として活用されます。また、使用する情

報は統計法により、厳しく守られておりますの

で、安心してご記入ください。

お問合せ
自衛隊宮崎地方協力本部

日向地域事務所

５２－６９１４

令和７年度に出生・死亡・
死産・婚姻・離婚の届出を
される方へ

〈対　象〉

　令和７年４月１日から令和８年３月３１

日までの出生・死亡・死産・婚姻・離婚

〈記入箇所〉 各届書の職業記入欄

記入例

・ 医師・教員など･･･「専門・技術職」　

・ 一般事務員など･･･「事務職」

・ 販売店員・営業職従業者など･･･「販売職」

・ 美容師・ホームヘルパーなど･･「サービス職」

※死亡届には加えて、産業記入欄に「農業」「建

　設業」「製造業」「不動産業」といった産業の

　記入も必要です。

〈事業内容〉

①新商品開発事業

●補助対象者

・町内に住所を有する農林漁業者

・町内で生産される農林産物等を活用し、

　商品開発を行う商工事業者等

●補助対象経費

・試作にかかる材料費

・パッケージデザイン費

・テストマーケティングにかかるパッケー

　ジ印刷費

・加工機器等賃借料など

②販路拡大支援事業

●補助対象者

・町内で生産される農林産物等を活用した

　商品の販路拡大ＰＲを行う、町内に住所

　を有する事業者等

●補助対象経費

・売り場賃借料

・旅費　など

〈補 助 額〉

　事業費上限額５０万円（補助率２／３）

〈公募期間〉

　５月１日～５月３１日

〈応募方法〉

　事業計画書、見積書等を政策推進室にご

提出ください。

※詳細はお問い合わせください。

※事業採択の可否は審査会にて決定いたし

　ます。

※令和６年度事業実施者は応募できません。

※事業実施者は、７月から開催予定の商品

　開発セミナー（月１回、計５回の予定）へ

　の参加が必要となります。

　町内で生産される農林産物や地域資源を活

用した加工品等の商品開発やこれらの商品の

販路拡大について、パッケージデザイン費等

にかかる費用を助成します。

６次産業化新商品等開発・
販路拡大支援事業の募集
について

自衛官募集ホームページ　　

https://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

自衛官募集

　防衛省では自衛官を募集しております。陸

上、海上、航空自衛官になるための各募集種目

の紹介と受験案内を掲載しております。なお、

不明な点は自衛隊宮崎地方協力本部日向地域

事務所までお問合せください。

骨密度測定の様子
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 図書館だより

西郷：　２日（金）１６：００～１６：３０

南郷：１０日（土）１０：００～１０：３０

北郷：１０日（土）１０：３０～１１：００

毎週月曜日

３日（土）～６日（火）　祝日

２９日（木）　最終木曜日

　新緑が輝く季節となりました。心身共に疲れが出やすいこの時期、図

書館で読書をしてゆっくりとした時間を過ごすのはいかがでしょう。

さまざまな本を取り揃えてお待ちしています。

今月の休館日お話会予定
図書館
だより

訪問予定日美さ本

l i b r a r y
I n f o r m a t i o n

北 
 

郷

西 
 

郷

南 
 

郷

図書館からのお知らせ
こどもの読書週間イベントを開催しています！「コラージュ川柳に挑戦しよう！」
　美郷町町立図書館では、４月２３日（水）～５月１０日（土）のこどもの読書週間にイベントを開

催しています。切り取った新聞の文字を組み合わせて五・七・五を作ります。完成したものは図

書館内に掲示します。町内図書館どこでも参加できます。皆さんの参加をお待ちしております。

本屋大賞２０２５
大賞「カフネ　阿部暁子 / 著」
　本屋大賞は、全国の書店員の投票で決まる、書店員が選んだ一番売りたい本の賞です。町内図書

館に過去の大賞作品やノミネート作品もありますので、興味のある方は、お近くの図書館へお問

い合わせください。

やまびこ文庫が入れ替わりました
　県立図書館からの「やまびこ文庫」が新しくなっています。どうぞご利用ください。

５月より土・日曜日の開館時間が変更となります
　美郷町立図書館は、土・日曜日の開館時間を９：３０～１８：００としておりましたが、利用

状況を考慮した上、清掃時間を確保するため、５月より９：３０～１７：００に変更します。なお、

平日の開館時間に変更はありません。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　

　１４日（水）

09:30　坂元公民館

10:00　坂元営農研修セ
　　　　　ンター

11:00　小黒木公民館

14:00　小原公民館

　２１日（水）

13:45　名木公民館

　２７日（火）

10:00　和田区コミュニ
　　　　　ティセンター

10:40　若宮コミュニティ
　　　　　センター

13:45　すぱーく西郷

　 １５日（木）

10:20　細宇納間公民館

12:50　美郷北義務教育学校

　 ２２日（木）

10:30　南郷総合運動公園

13:30　渡川マンマ加工所前

14:00　渡川簡易郵便局前

　 ２８日（水）

10:00　上区公民館

14:00　上野原公民館

　  １６日（金）

09:45　うなま保育所

10:30　入下公民館

11:10　田谷中組集会所

13:00　長野生活改善センター

　  ２３日（金）

14:00　仁田公民館

　  ２９日（木）

14:00　金光教西郷教会前

　  ３０日（金）

09:50　花水流コミュニティ
          センター

10:45　峰集会センター

12:50　西郷義務教育学校

　１３日（火）

09:45　黒木公民館

10:40　細宇納間運動公園

13:00　速日公民館

　２０日（火）

10:00　市田公民館

10:30　森の駅きじの

　 ７日（水）

13:30　小川公民館

お問合せ 北郷図書館 ６２－６２０５　南郷図書館 ５９－１６０５　西郷図書館 ６２－６２０４

開館時間　９：３０～１８：００　※土・日　１７：００まで（５月より）

    

一般 リペアラー 大沢在昌

一般 嵐をこえて会いに行く 彩瀬まる

一般 和算入門 松本匡代

一般 ゆふすげ 美智子

一般 抗がん剤を使わなかった夫 倉田真由美

ＹＡ おとぎ話はなぜ残酷でハッピーエンドなのか ウェルズ恵子

児童 おさるのしま いとうひろし

児童 じんせいはしがみついてなんぼです 木坂涼

絵本 うさぎのおんがく キエピノコ

絵本 だいぶつさまかぜをひく 苅田澄子

一般 天使は見えないから、描かない 島本理生

一般 月とアマリリス 町田そのこ 

一般 水曜生まれの子 イーユン・リー 

一般 ブラック郵便局 宮崎拓朗 

一般 今さら聞けない現代韓国の超基本 朝日新聞出版（編） 

ＹＡ キミの一歩 マレーシア 野本響子 

児童 地図にないお店　純喫茶クライ 吉田桃子 

児童 ピーマンはコロンブスのかんちがい？ キム・ファン

絵本 はたらく動物病院　（写真絵本 はたらく） 吉田亮人（写真） 

絵本 おおきなて チェ・ドッキュ

一般 月収 原田ひ香

一般 逃亡者は北へ向かう 柚月裕子

一般 猫の刻参り 三島屋変調百物語 宮部みゆき

一般 コットン糸で編む洗える手編みのハンカチ アップルミンツ

一般 筆一本で描ける水墨画 伊藤昌

ＹＡ 今日も誰かの誕生日 二宮敦人

児童 つくしちゃんとながれぼし いとうみく

児童 夢を持つ、夢中になる、あとはかなえるだけ 秋山英宏

絵本 あっぱれ！われらのてんぐさま オノガワアサコ

絵本 ぼくのおうちわたしのおうち たけうちちひろ

 
※詳しくは美郷町公式 LINE 美郷町ホームページをご覧下さい。

※本のリクエスト等のご要望がございましたら、お近くの図書館にお申しつけください。

　選書の参考にさせて頂きます。　　　　　

種類 書　名 著者名等

新刊図書のご紹介

南
郷
図
書
館

西
郷
図
書
館

北
郷
図
書
館

安部司/著

　「健康の差」はおやつで決まる。低脂質・低糖質で

簡単に作れる定番おやつや発酵おやつ、米粉を使っ

たおやつのレシピを紹介します。

 

 

 

村田夏佳 / 作

　柴犬のたろうが、パパとかくれんぼ。ふわふわ

の動物の中にかくれているよ。みつけられるか

な？かわいい動物がいっぱいの絵本。

 

 

 

(一般) （絵本）

日本人なら必ず食べたい安部おやつ ふわふわどうぶつかくれんぼ

新刊紹介 今月は西郷図書館が担当です。
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お問合せ
ポリテクセンター延岡

３７－０６４９

お問合せ 政策推進室　６２－６２０３

令和７年７月受講生（求職者対象）募集要領

〈募集期間〉 令和７年５月７日（水）

　　　　　 ～令和７年６月３日（火）

〈訓練期間〉 令和７年７月２日（水）～

　　　　　 令和７年１２月２４日（水）

〈受 講 料〉 無料

　　　　 　（テキスト代等の費用は本人負担）

〈申し込み〉　公共職業安定所（ハローワーク）

　ポリテクセンター延岡では、ものづくりの

技能・知識を身につける訓練を行っています。

手に職をつけたい求職者の方におすすめの訓

練です。詳しくはホームページやパンフレッ

トをご覧ください。

ポリテクセンター延岡
で職業訓練生募集

　現在、美郷町内外の方から空き家を利用した

い要望が多く寄せられています。

　空き家管理でお困りの方、自分が住んでる集

落に人を増やしたい方、ぜひ、空家等情報バンク

への登録をお願いします。修繕が必要な空き家

でも DIY 物件として需要がありますので、お気

軽にお問合せください。

※DIY 物件とは、自ら棚を作ったりリフォーム

　ができる物件のことです。

※令和６年度は空き家バンクを通して１６軒の

　空き家が成約しています。

空き家バンク登録物件
の募集！

総務課または各地域課

役場開庁日（8:30 ～ 17:15）

この宣言により法的な制限が設

けられることはありません

　みさと安全運転とは、年齢に伴う運転技能

の低下を補うために自身の体調や運動能力を

把握して「体調が悪いときは運転しない」や

「悪天候時は運転しない」など、一定のルール

を事前に設けることで交通事故の危険性を低

減させる取り組みです。

　交通事故を未然に防ぐためにも、みさと安

全運転を宣言してみませんか？

みさと安全運転宣言
受付中！

お問合せ 総務課　６６－３６０１

窓　口

受付時間

その他

　公益財団法人・国際青少年研修協会では、

夏休み海外研修交流事業の参加者を募集して

います。海外での体験を通して、交流を深め、

国際性を養うことを目的に実施します。事前

説明会からオリエンテーション、事前研修会

まで丁寧にご案内しますので、安心してご参

加いただけます。

夏休み海外研修
交流事業

〈内　容〉 ホームステイ・学校体験・英語 

 研修・文化交流など

〈研修先〉 イギリス・オーストラリア・カ 

 ナダ・ハワイ・サイパン

〈日　程〉 ７月２６日（土）～８月１４日（木）

 ※コースにより異なる

〈対　象〉 小学校３年生～高校３年生の方

 ※コースにより異なる

〈参加費〉 ３０万円～８０万円

〈締　切〉 ６月５日（木）

〈ＵＲＬ〉 http://www.kskk.or.jp

お問合せ
公益財団法人・国際青少年研修協会

０３－６８２５－３１３０　

 くらしの情報L i v i n g
I n f o r m a t i o n

募集お知らせ イベントHe a l t h  n e w s  保健だより

令和７年度　特定健診・後期高齢者健診等
のお知らせ

　特定健康診査・後期高齢者健診は元気な人も、治療中の人も、全員受けていただく健診です。

　特定健診・健康診査では自覚症状のない「病気の芽」を、後期高齢者健診では「介護が必要になる危険性」

をチェックしていきます。

【対象者】

・特　定　健　診・・４０歳から７４歳の国保加入者の方。　

・後期高齢者健診・・７５歳以上のすべての方。

・健　康　診　査・・２０歳～４０歳未満の国保の方、生活保護受給中の方。

※対象の方には、「健康診査受診票」と日程表を配布します。

※現在、病院で治療を受けている方も健診の対象です。

【日　程】

・南郷地区：５月２７日（火）～２９日（木）

・北郷地区：７月９日（水）～１１日（金）

・西郷地区：８月２６日（火）～２８日（木）

　詳細な日程は個別配布の日程表でご確認ください。

【その他】

・健診の会場まで送迎が必要な方は、健診の

　１週間前までに健康福祉課へご連絡下さい。

　日曜日の健診については送迎できません。

令和６年度 美郷町国保特定健診受診率 ６１.６％ 速報値 (R７年３月現在 )

令和５年度の受診率６６.７％ に比べ受診者が減っています。

令和６年度地区別特定健診受診率上位地区
（４０歳～７４歳国保の方で集計：目標７０％）

町内順位

１

２

３

４

地区

上

黒木

小原

渡川

受診率

79.0％

76.1％

75.6％

73.9％

町内順位

５

６

７

８

地区

中

入下

神門下

神門上

受診率

73.3％

73.1％

72.4％

71.2％

お問合せ 健康福祉課　６６－３６１０　
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　胃がん検診を５月は南郷保健センターで実施します。

受診を希望される方は、役場健康福祉課へご予約くださ

い。

　大腸がん検診の提出日も同じ期間になります。胃がん検

診後の採便はできませんのでご注意ください。

　７５歳以上の方には、申し出がない限り問診票の送付は

行いませんので、受診を希望される方はご連絡ください。

　その他詳しくは、組合回覧もしくは個人に配付された案

内文書等をご覧ください。南郷地区は４月に配付します。

北郷地区は６月、西郷地区は７月に順次配付します。

    

胃がん検診のご案内

・41歳～ 69歳：美郷町国保加入者600円、国保以外の方　1,200円

・70歳以上：600円

・40・45・50・55・60・65歳：無料

（※年齢は令和8年 3月 31日時点）

　　　会　場

南郷保健センター

北郷保健センター

南郷保健センター

北郷保健センター

西郷ニューホープセ

ンター

予約開始日

予約受付中

6 月 23 日～

7 月 22 日～

8 月 22 日～

日　　程 　  

5 月 27 日（火）

5 月 28 日（水）

5 月 29 日（木）

7 月 9 日（水）

7 月 10 日（木）

7 月 11 日（金）

7 月 13 日（日）

8 月 24 日（日）

8 月 26 日（火）

8 月 27 日（水）

8 月 28 日（木）

9 月 28 日（日）

４０歳以上対 象 者

検診料金

予 約 先

お問合せ 健康福祉課　６６－３６１０　お問合せ 健康福祉課　６６－３６１０　

重症熱性血小板減少症候群（SFTS）
マダニに注意！

　重症熱性血小板減少症候群は SFTS ウイルスを保有しているマダニに咬まれることにより感染

します。農作業や山林作業以外にも庭仕事や家の周囲の散歩でも感染が疑われるケースもありま

す。宮崎県内では、重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の報告数が全国で最も多く、死亡者も出てい

ます。戸外で活動する際は気を付けてください。

　ウイルスを保有しているマダニに咬まれた後、６日から２週間程度の潜伏期間を経て、発熱、倦

怠感、食欲低下、消化器症状、リンパ節の腫れ、出血症状を起こします。時に頭痛、筋肉痛、意識障害、

けいれん、昏睡を起こします。

　マダニに咬まれないよう、以下のことに気をつけましょう。

●肌の露出を少なくする。草むらや藪などは長袖、長ズボン、足を完全に覆う靴を履きましょう。　

　シャツの裾はズボンの中に、ズボンの裾は靴下や長靴の中に入れる、スパッツを着る、帽子や手

　袋、首にはタオルを巻く、ハイネックを着るなど肌の露出を少なくすることが大切です。

●服は明るい色のものだとマダニを見つけやすいです。

●ディートやイカリジン成分が入った虫除けも補助的な効果があるとされています。様々な防護

　手段と組み合わせて対策しましょう。

●衣服は家の外で叩いて、マダニを家に持ち込まないようにしましょう。

●屋外活動後は入浴し、首、耳、わきの下、足の付け根、手首、膝の裏などマダニに刺されていないか

　確認をしましょう。

●ペットを家に入れる時にはブラッシングをしてマダニが付いていないか確認することや動物病

　院でマダニの駆除剤を使用しましょう。体調不良の猫から咬まれた人が発症して死亡した例も

　あるので稀ではありますがペットの体調にも注意し体調不良の際、動物病院を受診することや

　過剰な触れ合いを避けましょう。

主な症状

感染予防

健康福祉課　電話　６６－３６１０（全日程予約制です）

　　　　　　　　　　もしマダニに咬まれたら

　自分で取ろうとするとマダニの一部が皮膚内に残ってしまって化膿することがあります。でき

るだけ病院で処置（抜去・洗浄）をしてもらいましょう。マダニに咬まれた後、３週間程度は体調

の変化に注意し、発熱等の症状があった場合は早めに医療機関を受診しましょう。受診の際には

野外活動の日付、場所、発症前の行動を医師に伝えましょう。

He a l t h  n e w s  保健だより
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He a l t h  n e w s  保健だより

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日 曜 行　事　名 場　所　等地区 時　間 担当課等・連絡先

乳幼児健診

百済の里　春祭り

行政相談

行政相談

行政相談

５月定例区長会

特定健診・胃がん・前立腺が

ん・大腸がん検診・結核検診・

肝炎検査

特定健診・胃がん・前立腺が

ん・大腸がん検診・結核検診・

肝炎検査

特定健診・胃がん・前立腺が

ん・大腸がん検診・結核検診・

肝炎検査

南郷

南郷

南郷

西郷

北郷

西郷

南郷

南郷

南郷

南郷保健センター

百済の里中核施設周辺
（南郷茶屋・百済の館・
西の正倉院・神門神社）

南郷多目的研修センター

西郷ニューホープセンター
小会議室

北郷保健センター
会議室

西郷ニューホープセンター

南郷保健センター

南郷保健センター

南郷保健センター

13:00～14:00

10:00～15:00

10:00～12:00

10:00～12:00

10:00～12:00

13:30～15:00

 案内に記載

 案内に記載

 案内に記載

健康福祉課

南郷地域課

総務課

総務課

総務課

総務課

健康福祉課

健康福祉課

健康福祉課

６６－３６１０

５９－１６０１

６６－３６０１

６６－３６０１

６６－３６０１

６６－３６０１

６６－３６１０

６６－３６１０

６６－３６１０

美郷町５月行事予定表

※行事は、都合により変更になる場合もありますので御了承ください。

　乳がん検診を下記の日程において、予約制で実施します。受診を希望される方は役場健康福祉課へ

ご予約ください。

【受診できない方】

・前回の乳がん検診で、「要精密」もしくは「経過観察６か月」になり、二次検査を受診していない方

・妊娠中の方や妊娠の可能性のある方、授乳中の方や卒乳直後の方

・前回マンモグラフィ検査を受けてから６か月未満の方　・乳がん治療中及び術後１０年未満の方

・豊胸手術を受けられた方　・気になる症状がある方（医療機関を受診してください）

【超音波検査のみの検診ができる方】

・ペースメーカーを装着されている方　・ポートカテーテルが体内に挿入されている方

   

乳がん検診の予約受付をします！

・31 歳～ 69 歳：美郷町国保加入者 1,600 円、国保以外 2,500 円

・70 歳以上：1,100 円

・超音波検査のみ：1,000 円

・30・35・40・45・50・55・60・65 歳：無料

　（※年齢は令和 8 年 3 月 31 日時点）

※JA 女性部の方は 600 円の補助があります

超音波検査・マンモグラフィ検査・乳頭分泌検査

　 日　　程

６月６日（金）

６月７日（土）

６月７日（土）

６月８日（日）

６月２９日（日）

６月３０日（月）

　　受付時間

12：00 ～ 14：30

16：00 ～ 17：30

 9：00 ～ 11：30

14：00 ～ 16：30

 9：30 ～ 15：30

 9：30 ～ 15：30

 9：00 ～ 11：30

会　　場

北郷保健センター

美郷町役場

南郷総合保健センター

予約締切

５月３０日

６月２０日

30 歳以上の女性対 象 者

検診料金

検査内容

※予約が必要です。

お問合せ 健康福祉課　６６－３６１０　

　美郷町に住民票を有する方で、医療機関で妊娠の診断を受けたら役場にて、妊娠届の手続きを

行ってください。妊娠届をされた方に対して「母子健康手帳」を交付します。

　母子健康手帳を交付する際には、手帳の活用方法や町で実施している母子保健事業等について

保健師が説明します。１５～２０分程度かかります。

    

   

    

   

妊娠したら、妊娠の届け出が必要です

窓　口

受付時間

届出人

交付に必要なもの

その他

子育て世代包括支援センター（健康福祉課内）

平日の月～金曜日（8:30 ～ 17:00）

本人、またはその家族

病院でもらった妊娠届の用紙 1 枚

・医師から「母子健康手帳をもらって来てください」と言われてから、お越し

  ください。

・ご希望があれば、役場各地域課、ご自宅での交付も可能です。

お問合せ 子育て世代包括支援センター（健康福祉課内）　６６－３６１０　

※保健師が不在のときもありますので、お電話をされてからお越しください。



 

2
3
３

令和３年５月１日現在（現住人口による）

県北救急医療ダイヤル

平日（月曜～土曜）午後5時～翌朝8時　日曜/祝日/年末年始（12/29～1/3）

医師や看護師が無料で相談受けます。

０１２０-８６５-５５４

通話無料24時間対応

美郷町の人口

男

女

計

 

 

世帯数

人　

口

前　月 今　月 増　減

南郷総合運動公園内に遊具を設置しました

新しい移動図書館車『本かろカー』出発！

5

今月の要チェックコーナー

子どもたちの笑顔が広がる

楽しい遊び場が完成！


